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ア
ジ
ア
系
ア
メ
リ
カ
人
へ
の

ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
が
深
刻
化
し

て
い
る
。
昨
年
１
年
間
に
５
人

に
1
人
が
ヘ
イ
ト
が
原
因
の
事

象
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
い
う
数

字
が
あ
る
ほ
ど
だ
。

　

ア
ト
ラ
ン
タ
で
８
人
が
殺
害

さ
れ
た
事
件
か
ら
１
年
と
な
る

16
日
、﹁
ア
ジ
ア
系
女
性
に
正

義
を
﹂
と
題
さ
れ
た
集
会
が
全

米
12
都
市
を
結
ん
で
同
時
開
催

さ
れ
た
。
主
催
し
た
の
は
ス
タ

ン
ド
・
ウ
ィ
ズ
・
ア
ジ
ア
ン
・

ア
メ
リ
カ
ン
な
ど
複
数
の
団

体
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
タ
イ

ム
ズ
ス
ク
エ
ア
に
約
２
５
０
人

が
集
ま
り
﹁
ア
ジ
ア
系
へ
の
ヘ

イ
ト
を
や
め
ろ
﹂
な
ど
の
プ
ラ

カ
ー
ド
を
掲
げ
た
。
全
員
女
性

で
構
成
さ
れ
た
登
壇
者
の
1
人

で
ア
ジ
ア
ン
・
ア
メ
リ
カ
ン
・

フ
ェ
デ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ジ
ョ
ア

ン
・
ユ
ー
氏
は
﹁
私
た
ち
ア
ジ

ア
系
も
ア
メ
リ
カ
人
。
安
全
に

暮
ら
せ
る
権
利
が
あ
る
﹂
と
訴

え
、
キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ー
ク
ル
州

知
事
は
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
が

一
致
団
結
し
て
ア
ジ
ア
系
へ
の

ヘ
イ
ト
を
終
わ
ら
せ
よ
う
﹂
と

宣
言
し
た
＝
写
真
右
＝
。

　

ア
ジ
ア
系
の
中
で
も
女
性
は

74
％
が
差
別
を
経
験
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
多
く
が
公
共
交

通
機
関
を
避
け
た
り
、
隠
れ
る

よ
う
に
し
て
不
安
の
中
で
生
活

し
て
い
る
と
涙
な
が
ら
に
語
っ

た
の
は
、
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
小
説

﹃
パ
チ
ン
コ
﹄
の
著
書
ミ
ン
・

ジ
ン
・
リ
ー
氏
。﹁
憎
ま
れ
る

の
は
自
分
た
ち
の
せ
い
と
考
え

て
は
い
け
な
い
﹂
と
訴
え
た
。

登
壇
し
た
３
人
の
ヘ
イ
ト
ク
ラ

イ
ム
犠
牲
者
の
1
人
エ
ス
タ

ー
・
リ
ー
氏
は
﹁
沈
黙
を
破
ろ

う
、
私
た
ち
は
弱
く
な
い
﹂
と

力
強
く
語
っ
た
。

　

ス
ピ
ー
チ
と
共
に
音
楽
の
演

奏
も
行
わ
れ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
在
住
の
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
作
曲

家
で
指
揮
者
の
宮
嶋
み
ぎ
わ
さ

ん
は
、
こ
の
日
の
た
め
に
書
き

下
ろ
し
た
曲
を
披
露
、
和
太
鼓

や
バ
イ
オ
リ
ン
、
サ
ッ
ク
ス
、

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
の
音
色
と
共
に

観
客
の
歌
声
が
１
つ
に
な
っ
て

タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
の
夜
空
に

響
い
た
＝
写
真
左
＝
。
演
奏
を

終
え
た
み
ぎ
わ
さ
ん
は
﹁
日
本

以
外
の
ア
ジ
ア
系
の
人
た
ち
と

こ
こ
ま
で
深
く
本
当
の
こ
こ
ろ

の
繋
り
を
持
て
た
と
感
じ
た
の

は
今
日
が
初
め
て
。
歴
史
的
な

日
に
な
る
だ
ろ
う
﹂
と
イ
ベ
ン

ト
を
振
り
返
っ
た
。
聴
衆
の
1

人
中
国
系
ア
メ
リ
カ
人
の
大
学

院
生
ス
ザ
ン
ナ
さ
ん
は
﹁
ア
ジ

ア
系
に
と
っ
て
今
の
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
は
恐
ろ
し
い
場
所
。
変
え

る
た
め
に
団
結
し
た
い
﹂
と
語

り
、
そ
の
友
達
の
キ
ャ
ス
さ
ん

は
﹁ 

ア
ジ
ア
系
で
は
な
い
け

れ
ど
ア
ラ
イ
︵
同
志
︶
と
し
て

サ
ポ
ー
ト
し
た
い
﹂
と
意
気
込

ん
だ
。　
　
　
　
　

　

主
催
者
の
代
表
と
し
て
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
に
応
じ
た
フ
ラ
ン
ク

リ
ン
・
シ
ェ
ン
氏
は
﹁
全
米
の

ア
ジ
ア
系
が
結
集
し
た
の
は
快

挙
、
し
か
し
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム

犠
牲
者
が
声
を
出
す
の
は
簡
単

で
は
な
く
問
題
も
山
積
み
だ

が
、
確
実
な
変
化
を
起
こ
し
て

い
き
た
い
﹂と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
の
模
様
は
ス
ト

リ
ー
ミ
ン
グ
︵https://you-

tu
.b

e/n
Y

K
D

m
K

A
elX

-
g?t=24633

︶
で
見
る
こ
と
が

で
き
る
。︵
シ
ェ
リ
ー
め
ぐ
み
、

写
真
・
植
山
慎
太
郎
︶

アジア女性に正義を

　「声をあげよう」タイムズスクエアでアジア系女性へのヘイトクライムに抗議する集会

ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
差
別

声
を
上
げ
て
止
め
て
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https://nipponexpressusa.com/
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日本クラブからのお知らせ
■日本クラブ・『オペラの楽しみを探ろう！』発起人会共催

　メトロポリタンオペラ 鑑賞会＆直前勉強会

　第 3 回 ドニゼッティ作 「ランメルモールのルチア」

ベルカント時代のオペラであり、ドニゼッティを不滅にした
作品です。政略結婚によって引き裂かれた恋人たちの悲劇を
描き、正気を失った主人公のルチア（ソプラノ）が延々と歌
い続ける「狂乱の場」は有名です。直前勉強会は、鑑賞会参
加者に限らずどなたでもご参加いただけます。

    ■オペラ鑑賞会
　日時：5 月 17 日（火） 7 PM 〜
　会場：Metropolitan Opera House
　参加費：$110（会員）/$130（一般）定員：20 名様限定
    ■直前勉強会
　日時：5 月 16 日（月） 6 〜 8 PM 
　会場：日本クラブ
　参加費：$30 ドル（会員）/$35（一般） 1 ドリンク付

■日本クラブ カルチャー講座

　【オンライン】 プライベートレッスン
ヨガクラス、メイクレッスン、
音楽レッスン（ピアノ、チェロ、
クラシックギター、ボイスト
レーニング、ジャズボーカル）
などのプライベートレッスン
を、ご自宅で気軽に Zoom で
受けられます。講座詳細は
www.nipponclub.org/culture で
ご覧ください。お問い合わせ
は culture@nipponclub.org まで。

日本クラブでは随時会員を募集しています。
担当：内藤（hnaito@nipponclub.org）まで

お気軽にお問い合わせください。

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St., New York, NY 10019

Tel: 212-581-2223
  info@nipponclub.org 
www.nipponclub.org 

沖縄伝統舞踊と音楽
ジャパン・ソサエティーで公演

Photo Maria Baranova

Photo M
aria Baranova

沖
縄
返
還
50
周
年
記
念
公
演

「
時
を
超
え
た
波
音

沖
縄
の
伝

統
舞
踊
と
音
楽
」
が
18
、
19
の

両
日
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ

ィ
ー
（
Ｊ
Ｓ
）
の
劇
場
で
開
催

さ
れ
た
。
前
半
で
は
琉
球
王
国

（
１
４
２
９
〜
１
８
７
９
年
）
後

期
か
ら
３
０
０
年
に
わ
た
っ
て

継
承
さ
れ
て
き
た
宮
廷
の
歌
舞

劇
「
組
踊
（
く
み
お
ど
り
）」
＝

写
真
上
＝
演
目
か
ら
名
場
面
集

を
、
後
半
は
明
治
以
降
に
生
ま

れ
た
民
衆
の
雑
お
ど
り
（
ぞ
う

お
ど
り
）
や
創
作
舞
踊
か
ら
な

る
演
目
を
、
国
立
劇
場
お
き
な

わ
芸
術
監
督
の
嘉
数
道
彦
（
か

か
ず
・
み
ち
ひ
こ
）
氏
（
42
）

の
監
修
・
構
成
で
、
ラ
イ
ブ
の

演
奏
家
を
交
え
て
上
演
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
は
、
１
時
間
40
分

を
た
っ
ぷ
り
と
使
い
踊
り
手
５

人
と
音
楽
家
６
人
が
、
沖
縄
の

音
楽
、
舞
い
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
を
魅
了

し
た
。
両
日
と
も
に
２
６
５
席

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
を
魅
了

が
満
席
と
な
っ
た
。

今
回
の
公
演
は
ジ
ャ
パ
ン
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
が
グ
リ
ー
ン
ビ

ル
（
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
）、

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
、
イ
ー
ス
ト

ン
（
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
）、

シ
カ
ゴ
な
ど
５
都
市
の
巡
回
ツ

ア
ー
を
主
導
し
た
。

自
ら
も
出
演
し
た
芸
術
監
督

の
嘉
数
さ
ん
は
「
と
て
も
真
剣

に
見
て
も
ら
っ
て
嬉
し
か
っ

た
。
言
葉
の
方
言
が
う
ま
く
伝

わ
る
か
心
配
だ
っ
た
け
れ
ど
字

幕
が
あ
っ
た
の
で
う
ま
く
伝
わ

っ
た
よ
う
だ
」
と
話
す
。

観
客
の
ス
ー
ザ
ン
・
マ
コ
ー

マ
ッ
ク
さ
ん
は
「
パ
ワ
ー
と
エ

レ
ガ
ン
ス
の
バ
ラ
ン
ス
が
絶
妙

な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
し
た
。

ダ
ン
サ
ー
の
動
き
も
、
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン
の
音
楽
も
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
が
見
事
に
表
現
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
曲
を

通
し
て
、
組
踊
や
象
踊
り
の
ス

タ
イ
ル
を
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、

琉
球
王
国
と
沖
縄
の
痛
ま
し
い

歴
史
と
、
そ
の
歴
史
が
ど
の
よ

う
に
芸
能
を
形
成
し
た
か
を
垣

間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

沖
縄
の
ハ
ー
フ
と
し
て
、
誇
ら

し
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で

す
」
と
語
っ
て
い
た
。

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
で
の
公
演
は
２
０
０
０
年
、

２
０
０
４
、
２
０
１
５
年
に
次

い
で
４
度
目
だ
が
、
沖
縄
芝
居

と
い
う
海
外
に
は
出
た
こ
と
の

な
い
演
目
が
今
回
上
演
さ
れ
た

＝
写
真
下
＝
。
能
に
狂
言
が
あ

る
よ
う
に
庶
民
の
笑
い
を
生
か

し
た
舞
台
に
会
場
か
ら
歓
声
が

上
が
っ
た
。「
ア
メ
リ
カ
人
の

人
た
ち
が
一
緒
に
盛
り
上
げ
一

緒
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
た
実
感

を
得
ら
れ
た
」
と
嘉
数
監
督
が

話
す
と
Ｊ
Ｓ
の
芸
術
監
督
の
塩

谷
陽
子
さ
ん
も
「
パ
フ
ォ
ー
ミ

ン
グ
ア
ー
ツ
は
、
演
者
が
い
い

と
、
い
い
も
の
を
見
せ
て
も
ら

っ
た
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
。

村
人
の
楽
し
い
生
活
を
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
仕
立
て
に
し
た
卓
越
し

た
芸
だ
っ
た
」
と
絶
賛
し
た
。

嘉
数
監
督
は「
沖
縄
芸
能
は
、

海
外
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
形

成
さ
れ
た
歴
史
も
あ
り
、
で
き

る
だ
け
良
い
も
の
を
で
き
る
だ

け
良
い
形
で
県
外
の
人
に
伝
え

て
い
き
た
い
。沖
縄
復
帰
以
降
、

県
立
芸
術
大
学
、
国
立
劇
場
が

で
き
て
組
踊
を
学
ぶ
こ
と
が
広

く
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
恵
ま

れ
た
世
代
に
私
た
ち
は
い
る
。

今
回
は
そ
ん
な
同
世
代
の
力
を

つ
け
て
き
て
い
る
メ
ン
バ
ー
で

来
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。皆
、

沖
縄
の
芸
能
に
対
し
て
強
い
情

熱
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
残
る

舞
台
も
愛
情
を
持
っ
て
演
じ
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
観
客
に

も
伝
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
」
と
話
し
た
。（
三
浦
）

NY 公演について語る嘉数監督

大好評だった庶民の生活を描いた沖縄芝居

厳
か
で
煌
び
や
か
な
舞
い

http://www.nipponclub.org/culture
mailto:culture@nipponclub.org
mailto:hnaito@nipponclub.org
mailto:info@nipponclub.org
http://www.nipponclub.org
http://jmart-usa.com/en/
tel:9175773969
tel:9175773969
http://www.ny-pcr.com/
https://goshikiprinting.com/
http://shinbashi72.com/
tel:2019438003
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就
任
か
ら
２
か
月
半
経
っ
た

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ
市

長
の
同
市
民
の
支
持
率
は
61
％

で
あ
る
こ
と
が
、
マ
リ
ス
ト
大

学
が
14
日
に
公
表
し
た
最
新
の

調
査
結
果
で
分
か
っ
た
。 

　

同
調
査
は
今
月
１
〜
８
日
、

18
歳
以
上
の
Ｎ
Ｙ
市
在
住
者
を

対
象
に
携
帯
ま
た
は
固
定
電
話

で
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
で
行
わ

れ
、
８
９
１
人
が
回
答
し
た
。

過
去
の
同
市
市
長
の
就
任
後
最

初
の
支
持
率
調
査
で
は
、
ビ
ル
・

デ
ブ
ラ
シ
オ
前
市
長
は
39
％
、

マ
イ
ケ
ル
・
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ

元
市
長
は
50
％
、
ル
デ
ィ
・
ジ

ュ
リ
ア
ー
ニ
元
市
長
は
51
％
、

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
デ
ィ
ン
キ
ン

ズ
元
市
長
は
56
％
だ
っ
た
。
ま

た
回
答
し
た
登
録
有
権
者
の
40

％
は
、
ア
ダ
ム
ス
同
市
長
の
仕

事
を
称
賛
し
て
お
り
、
市
長
と

し
て
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
は
評

価
が
高
い
。 

　

政
党
支
持
別
で
の
同
市
長
の

支
持
率
は
、
民
主
党
支
持
者
67

％
、
共
和
党
支
持
者
55
％
だ
っ

た
。
そ
の
ほ
か
ア
ダ
ム
ス
同
市

長
の
取
り
組
み
に
対
す
る
主
な

是
認
率
は
次
の
通
り
。
﹁
コ
ロ

ナ
対
策
﹂
64
％
、﹁
警
察
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
関
係
﹂
61
％
、

﹁
公
立
校
﹂
55
％
、﹁
犯
罪
﹂
53

％
。﹁
Ｎ
Ｙ
市
が
直
面
し
て
い

る
問
題
を
理
解
し
て
い
る
﹂
72

％
、﹁
思
い
や
り
が
あ
る
﹂
66

％
、﹁
Ｎ
Ｙ
市
の
良
い
リ
ー
ダ

ー
で
あ
る
﹂
64
％
、﹁
Ｎ
Ｙ
市

を
安
全
な
街
に
し
て
い
る
﹂
55

％
。
そ
の
ほ
か
同
調
査
結
果
の

詳
細
は
以
下
を
を
参
照
す
る
。

m
aristpoll.m

arist.edu

ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ
市
長

支
持
率
61
％
と
順
調
就任 2 か月半

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
戦
争
が
激
化
す

る
な
か
、
ロ
シ
ア
の
富
豪
層
が
数

億
ド
ル
相
当
の
ア
メ
リ
カ
の
不
動

産
を
手
放
そ
う
と
し
て
い
る
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
フ
ロ
リ
ダ
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
の
人
気
州
で
は
売
れ

行
き
は
不
調
だ
と
不
動
産
仲
介
業

者
の
コ
メ
ン
ト
を
11
日
付
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
ポ
ス
ト
紙
が
報
じ
た
。

売
却
の
動
き
は
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
前
か
ら
始
ま
っ
て
い
た

が
、
バ
イ
デ
ン
大
統
領
が
一
般
教

書
演
説
で
、
米
国
が
ロ
シ
ア
の
オ

リ
ガ
ル
ヒ
︵
新
興
財
閥
実
業
家
︶

の
豪
華
ヨ
ッ
ト
や
ジ
ェ
ッ
ト
機
、

ア
パ
ー
ト
な
ど
を
差
し
押
さ
え
る

と
発
言
し
た
後
に
加
速
し
た
。
口

座
が
閉
鎖
さ
れ
る
前
に
清
算
し
よ

う
と
、
か
な
り
の
数
の
超
高
級
物

件
が
市
場
に
出
さ
れ
た
と
い
う
。

在米のロシア富豪らが

手持ち資産売却に動く

　

１
９
６
５
年
に
創
業
し
、
多

く
の
著
名
人
た
ち
も
絶
賛
し
た

﹁
デ
ィ
フ
ァ
ー
ラ
・
ピ
ザ
﹂
創

業
者
ド
メ
ニ
コ
︵
ド
ム
︶・
デ

マ
ル
コ
さ
ん
が
18
日
、
85
歳
で

死
去
し
た
。
今
で
も
多
く
の
観

光
客
た
ち
が
﹁
数
時
間
待
ち
﹂

を
承
知
の
上
で
伝
説
の
ピ
ザ
を

求
め
て
や
っ
て
く
る
。
近
年
は

ラ
ス
ベ
ガ
ス
や
ロ
ウ
ア
ー
・
イ

ー
ス
ト
サ
イ
ド
に
も
支
店
を
構

え
た
が
、
デ
マ
ル
コ
さ
ん
自
身

は
原
点
で
あ
る
ミ
ッ
ド
ウ
ッ
ド

の
本
店
を
最
も
大
事
に
し
た
。

訂
正　

本
紙
先
週
号
４
面
で
報

じ
た
森
Ｎ
Ｙ
総
領
事
着
任
記
事

中
、
前
職
の
肩
書
き
が
外
務
省

領
事
部
長
と
あ
る
の
は
、
外
務

省
領
事
局
長
の
誤
り
で
し
た
。

老
舗
ピ
ザ
店
創
業
者 

ド
メ
ニ
コ
さ
ん
死
去

カ
ナ
ダ
の
水
際
対
策

４
月
か
ら
入
国
前
の
検
査
不
要

楽しい
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
男
声
合
唱
団

︵T
he M

en’
s G

lee C
lub 

of N
ew

 Y
ork

；

Ｍ
Ｇ
Ｃ
Ｎ

Ｙ
︶
で
は
、
12
年
間
に
わ
た
り

団
長
を
務
め
て
き
た
藤
原
昌
人

氏
が
3
月
末
で
退
任
し
、
4
月

か
ら
清
水
隆
之
氏︵
現
副
団
長
︶

が
団
長
に
就
任
し
た
。

　

当
地
域
で
唯
一
の
男
声
合
唱

団
と
し
て
活
動
を
続
け
る
Ｍ
Ｇ

Ｃ
Ｎ
Ｙ
は
、
１
９
９
１
年
に
Ｎ

Ｙ
在
住
の
日
本
人
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ン
を
中
心
に
結
成
。
２
０
０
０

年
よ
り
活
動
を
休
止
し
た
が
、

そ
の
後
Ｍ
Ｇ
Ｃ
Ｎ
Ｙ
の
活
動
を

望
む
有
志
が
集
ま
り
、
10
年
に

新
生
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
男
声
合
唱

団
と
し
て
再
結
成
し
た
。
藤
原

氏
は
10
年
か
ら
今
日
ま
で
団
長

を
務
め
、
こ
の
間
に
山
内
竜
志

氏
を
指
揮
者
・
音
楽
監
督
に
迎

え
る
と
と
も
に
、
毎
年
12
月
に

ア
カ
ペ
ラ
曲
を
中
心
に
定
期
演

奏
会
を
開
催
し
て
き
た
。

　

ま
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
い
う

特
性
を
生
か
し
、
日
本
人
に
限

ら
ず
現
地
の
ア
メ
リ
カ
人
を
迎

え
入
れ
、
団
の
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
ー
の
発
展
に
も
貢
献
し

た
。
13
年
か
ら
16
年
に
か
け
て

は
ヤ
ン
キ
ー
ス
、
メ
ッ
ツ
の
公

式
戦
に
招
か
れ
試
合
前
に
ア
メ

リ
カ
国
歌
を
、
そ
し
て
ヤ
ン
キ

ー
ス
対
ト
ロ
ン
ト
ブ
ル
ー
ジ

ェ
イ
ズ
戦
で
は
カ
ナ
ダ
国
歌

の
合
唱
も
披
露
し
た
。
20
年

はC
O

V
ID

-19

パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
に
よ
り
定
期
演
奏
会
が
中
止

に
な
る
中
、
毎
年
の
会
場
と
な

っ
て
い
た
東
88
丁
目
の
聖
ト
リ

ニ
テ
ィ
教
会
に
団
員
や
Ｏ
Ｂ
か

ら
集
め
た
寄
付
金
を
届
け
た
。

藤
原
氏
は
団
長
退
任
後
も
団
員

と
し
て
合
唱
団
に
残
り
、
パ
ー

ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
後
進
の
指

導
に
も
あ
た
る
。
詳
細
は
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
クhttps://w

w
w

.
facebook.com

/M
G

C
N

Y

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://w
w

w
.m

gcny.net/

を
参
照
。

藤
原
団
長
お
疲
れ
さ
ま

NY 男声合唱団
後任に清水隆之氏

　

カ
ナ
ダ
政
府
は
17
日
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
完

了
し
て
い
る
旅
行
者
に
対
し

て
、４
月
か
ら
入
国
前
検
査︵
陰

性
証
明
︶
を
不
要
に
す
る
と
発

表
し
た
。
世
界
で
大
流
行
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

も
各
地
で
落
ち
着
き
を
見
せ
て

お
り
、
感
染
者
数
が
減
少
し
た

こ
と
に
よ
る
規
制
緩
和
。

　

カ
ナ
ダ
へ
の
入
国
は
３
月
末

ま
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
入
国
前
24
時
間

以
内
に
受
け
た
抗
原
検
査
、
も

し
く
は
72
時
間
以
内
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
で
陰
性
を
証
明
す
る
必
要

が
あ
る
。
４
月
１
日
以
降
は
、

入
国
の
14
日
前
ま
で
に
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
完
了
し
て
い
れ
ば
陰

性
証
明
の
提
出
は
不
要
と
な

る
。ワ
ク
チ
ン
接
種
完
了
と
は
、

フ
ァ
イ
ザ
ー
か
モ
デ
ル
ナ
な
ら

２
回
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
＆
ジ
ョ
ン

ソ
ン
は
１
回
接
種
で
、
追
加
接

種
の
有
無
は
問
わ
な
い
。
ワ
ク

チ
ン
未
接
種
者
の
場
合
は
、
14

日
間
の
隔
離
と
到
着
時
と
８
日

後
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
必
要
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
今
月
18
日
か

ら
旅
行
制
限
が
完
全
撤
廃
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
を

は
じ
め
と
す
る
欧
州
で
も
ワ
ク

チ
ン
接
種
済
み
で
あ
れ
ば
事
前

検
査
を
必
要
と
し
な
い
国
が
増

え
て
き
て
い
る
。

　

ナ
ッ
ソ
ー
郡
の
ブ
ル
ー
ス
・

ブ
レ
イ
ク
マ
ン
郡
執
行
官
︵
郡

長
︶
は
18
日
、
ロ
シ
ア
の
侵
攻

を
受
け
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政

府
に
４
６
０
丁
の
ラ
イ
フ
ル
銃

を
供
与
す
る
と
発
表
し
た
。
郡

内
の
住
民
か
ら
提
供
さ
れ
た
60

丁
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
取
引
の

あ
る
銃
の
製
造
会
社
ケ
ル
テ
ッ

ク
︵
本
部
フ
ロ
リ
ダ
︶
か
ら
寄

付
さ
れ
た
４
０
０
丁
を
加
え

た
。
ケ
ル
テ
ッ
ク
を
通
じ
て
送

ら
れ
る
も
の
で
連
邦
政
府
の
承

認
は
取
れ
て
い
る
と
い
う
。
近

く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
防
省
へ
の
輸

送
手
続
き
に
入
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
出
身
の
曽
祖
父

母
を
も
つ
ブ
レ
イ
ク
マ
ン
郡
長

は
今
月
初
旬
、
住
民
に
銃
の
寄

付
を
呼
び
か
け
て
い
た
。
３
月

４
日
よ
り
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ス

ク
エ
ア
に
あ
る
銃
器
店
Ｓ
Ｐ
フ

ァ
イ
ア
ア
ー
ム
ズ
で
受
付
を

し
、
60
丁
が
集
ま
っ
た
。
市
民

に
よ
る
銃
の
寄
付
は
米
国
で
も

現
時
点
で
は
唯
一
と
み
ら
れ

る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
は
全
米
で

も
っ
と
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
系
住
民

が
多
い
州
と
さ
れ
る
。
そ
の
数

約
15
万
人
で
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン

の
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
と
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
の
ブ
ラ
イ
ト
ン
ビ
ー

チ
に
集
中
し
て
い
る
が
、
ク
イ

ー
ン
ズ
に
隣
接
す
る
ナ
ッ
ソ
ー

郡
に
も
多
い
と
い
う
。

寄
付
さ
れ
た
ラ
イ
フ
ル
　N

a
ssa

u C
ounty

 E
x
e
cutiv

e
 B

ruce
 B

la
ke

m
a
n

　

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総

領
事
館
な
ど
日
本
の
在
外
公
館

で
は
４
月
１
日
か
ら
、
在
外
選

挙
人
登
録
申
請
の
際
、
在
外
公

館
か
ら
１
０
０
マ
イ
ル
以
上
離

れ
て
住
ん
で
い
る
人
な
ど
に
本

人
出
頭
を
免
除
す
る
特
例
措
置

を
開
始
す
る
。
ビ
デ
オ
通
話
を

通
じ
た
本
人
確
認
お
よ
び
事
前

に
送
付
ま
た
は
託
送
さ
れ
た
提

出
書
類
の
原
本
確
認
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
来
館
し
な
く
と

も
在
外
選
挙
人
登
録
申
請
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
。
適
用
さ
れ

る
の
は
、
①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
受
け
た

現
地
政
府
に
よ
る
行
動
制
限
措

置
等
の
た
め
在
外
公
館
に
出
向

く
こ
と
が
で
き
な
い
人
︵
行
動

制
限
措
置
等
の
対
象
地
域
で
あ

れ
ば
近
郊
居
住
者
で
も
対
象

と
な
る
︶。
②
在
外
公
館
か
ら

１
０
０
マ
イ
ル
以
上
離
れ
た
地

域
に
住
ん
で
い
る
人
。
③
こ
の

ほ
か
、
在
外
選
挙
人
登
録
申
請

の
た
め
に
来
館
で
き
な
い
特
別

な
事
情
が
あ
る
人
︵
事
前
に
在

外
交
換
に
相
談
す
る
︶。 

今
年

の
夏
に
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

在
外
選
挙
人
の
登
録
申
請

遠
隔
地
在
住
者
は
出
頭
免
除

ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
府
に
銃
供
与

ナ
ッ
ソ
ー
郡
が
ラ
イ
フ
ル
４
６
０
丁

米国市民が寄付

団
員
た
ち
か
ら
花
束
を
受
け
る
藤
原
さ
ん
︵
中
央
︶

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.mgcny.net/
http://www.mgcny.net/
http://www.mgcny.net/
http://www.mgcny.net/
http://www.iiicareer.com/
https://www.naturalhealingartists.com/
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誤
情
報
の
拡
散
が
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
そ

れ
は
最
近
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
っ
て
始

ま
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
と
脂
肪
が
心
臓
病
の
原
因
で

あ
る
と
さ
れ
た
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
仮
説
が
、
そ
の
良
い
例
で
し

ょ
う
。
こ
の
仮
説
を
初
め
に
提

唱
し
た
の
は
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
の

生
理
衛
生
学
研
究
所
長
で
あ
っ

た
ア
ン
セ
ル
・
キ
ー
ズ
で
す
。

彼
が
偽
装
工
作
し
た
グ
ラ
フ
デ

ー
タ
を
使
っ
て
心
臓
病
の
原
因

は
脂
肪
で
あ
る
と
提
唱
し
た
の

は
１
９
５
３
年
。
そ
の
後
、
砂

糖
協
会
に
買
収
さ
れ
た
３
人
の

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
科
学
者
に

よ
る
デ
ー
タ
の
改
ざ
ん
に
よ
っ

て
心
臓
病
の
原
因
を
砂
糖
か

ら
、
脂
肪
に
す
り
替
え
た
誤
情

報
を
一
流
の
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
・
メ
デ
ィ
カ
ル
・
ジ
ャ
ー

ナ
ル
・
オ
ブ
・
メ
デ
ィ
ス
ン
に

発
表
し
た
の
が
１
９
６
７
年
で

す
。
こ
れ
以
降
50
年
に
及
ぶ
、

砂
糖
会
社
、
製
薬
会
社
、
政
府
、

マ
ス
コ
ミ
の
事
実
の
隠
蔽
、
あ

る
い
は
怠
慢
に
よ
っ
て
病
人
は

誤
情
報
を
見
分
け
る
﹁
腑
に
落
ち
る
﹂
体
感

増
加
し
続
け
ま
し
た
。
今
で
は
、

良
質
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
脂

肪
が
、
健
康
な
心
身
づ
く
り
、

特
に
健
全
な
脳
機
能
に
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
は
多
く
の
科
学
者

の
研
究
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
て

い
ま
す
。
歴
史
的
に
繰
り
返
さ

れ
る
誤
情
報
が
、
今
の
不
健
康

社
会
の
原
因
で
あ
る
こ
と
は
確

か
で
す
。

　

こ
の
誤
情
報
を
見
抜
き
、
健

康
で
幸
せ
な
人
生
を
築
く
た
め

に
必
要
な
の
は
、
知
識
と
経

験
、
そ
し
て
﹁
腑
に
落
ち
る
﹂

体
感
で
す
。
健
康
な
体
は
、
自

己
を
守
る
た
め
に
必
ず
サ
イ
ン

を
送
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
﹁
腑

に
落
ち
る
﹂
体
感
は
、
安
定
し

た
神
経
機
能
、
免
疫
力
と
、
こ

れ
ら
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
腸
内
細

菌
叢
を
中
心
と
す
る
常
在
菌
か

ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
日
頃

か
ら
不
安
感
の
強
い
人
は
、
誤

情
報
に
惑
わ
さ
れ
や
す
い
人
で

す
。
不
安
と
い
う
感
情
は
、
体

毒
処
理
に
疲
弊
し
た
神
経
の
不

安
定
な
状
態
を
体
が
表
現
し
た

も
の
だ
か
ら
で
す
。
イ
ラ
イ
ラ

し
て
い
る
と
か
、
落
ち
着
か
な

い
人
と
い
う
の
も
、
こ
れ
と
同

じ
で
す
。
神
経
機
能
と
い
う
の

は
学
習
能
力
で
す
の
で
、
常
日

頃
か
ら
疲
弊
し
て
い
た
ら
経
験

の
な
い
出
来
事
を
一
瞬
に
し
て

学
び
、
消
化
し
、
知
識
と
経
験

に
変
換
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
自
分
が
何
を
経
験
し
た
の

か
理
解
で
き
な
け
れ
ば
、
理
性

的
に
行
動
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。﹁
腑
に
落
ち
る
﹂体
感
が
、

い
ざ
と
い
う
時
に
役
に
立
つ
た

め
に
は
腸
の
消
化
機
能
が
正
常

に
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
絶
対

条
件
と
な
り
ま
す
。
で
す
の
で
、

常
日
頃
か
ら
の
神
経
を
安
定
さ

せ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
、
も

の
を
言
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
①
健
全
な
細

胞
再
生
と
腸
内
細
菌
叢
を
維
持

す
る
た
め
の
食
事
を
心
が
け

る
、
②
循
環
を
促
進
す
る
た
め

の
正
し
い
呼
吸
法
と
姿
勢
・
動

き
方
を
身
に
着
け
る
、
③
物
事

へ
の
拘
り
を
減
ら
し
心
を
軽
く

し
て
お
く
、
と
い
っ
た
努
力
を

お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

カ
ス
ト
ロ
・
岡
牧
子

：

米
国

栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
認

定
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｇ
Ａ
Ｐ

Ｓ
認
定
食
事
療
法
士
、
フ
ェ

ル
デ
ン
ク
ラ
イ
ス
・
メ
ソ
ッ

ド
認
定
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ

ー
。
１
０
０
％
健
康
で
幸
せ
な

人
生
の
た
め
の
﹁
マ
キ
コ
メ

ソ
ッ
ド
﹂
を
考
案
。Natural 

HealingArtists

創
業
者
兼
代

表
。NaturalHealingArtists.

com

本社装い振り込め詐欺
詳細はウェブサイト「日系企業に対する振り込め詐欺電話についての注意喚起」

https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/oshirase/2019-12-24.html
　

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国
総

領
事
館
は
、
日
系
企
業
に
対
す

る
詐
欺
と
思
わ
れ
る
電
話
に
関

す
る
注
意
喚
起
を
配
信
し
た
。

詳
細
は
次
の
通
り
。

　

当
地
日
系
企
業
に
対
し
、
同

社
︵
本
社
︶
の
社
長
を
名
乗
る

人
物
か
ら
財
務
担
当
者
の
名
前

を
尋
ね
る
電
話
が
あ
り
、
対
応

し
た
幹
部
職
員
が
社
長
の
声
と

違
う
旨
指
摘
し
た
と
こ
ろ
、
電

話
が
突
然
切
れ
た
と
の
情
報
提

供
が
あ
っ
た
。
被
害
は
な
か
っ

た
が
、
流
暢
な
日
本
語
を
話
し

電
話
番
号
は
非
通
知
だ
っ
た
と

い
う
。
過
去
に
も
、
当
地
及
び

欧
州
所
在
の
日
系
企
業
に
対
す

る
類
似
の
振
り
込
め
詐
欺
が
疑

わ
れ
る
電
話
や
メ
ー
ル
が
多
数

報
告
さ
れ
て
お
り
、
組
織
的
な

犯
行
の
可
能
性
が
あ
る
。
今
後
、

同
様
の
手
口
で
振
り
込
め
詐
欺

の
電
話
を
試
み
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
企
業
関
係
者
は
こ
の

よ
う
な
不
審
な
電
話
等
に
対
し

て
、
電
話
口
の
相
手
の
指
示
に

従
っ
て
直
ぐ
に
情
報
を
伝
え
た

り
す
る
こ
と
な
く
、
一
旦
電
話

日
系
企
業
狙
わ
れ
る

Ｎ
Ｙ
総
領
事
館
が
注
意
呼
び
か
け

を
切
っ
て
幹
部
に
報
告
し
指
示

を
仰
ぐ
な
ど
、
慎
重
な
対
応
に

徹
し
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
注

意
を
促
し
た
。

楽しい
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Ｎ
Ｙ
エ
ン
タ
メ
の
会
は
﹁
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
エ
ン
タ
メ

の
こ
れ
か
ら
〜
Ｎ
Ｙ
の
ロ
ッ
ク

ダ
ウ
ン
か
ら
2
年
、
サ
バ
イ
バ

ル
し
て
き
た
方
法
〜
﹂
と
題
し

講
演
会
を
対
面
方
式
で
４
月
４

日
︵
月
︶
午
後
７
時
30
分
か
ら

開
催
す
る
。
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、

同
会
を
主
宰
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ

ー
の
中
澤
利
彦
さ
ん
。

　

講
演
会
の
あ
と
、
参
加
者
に

よ
る
１
分
間
自
己
紹
介
コ
ー
ナ

ー
も
あ
り
、
エ
ン
タ
メ
業
界
で

の
人
脈
構
築
に
役
立
つ
プ
ロ
グ

ラ
ム
。
会
場
は
イ
ー
ス
ト
ビ
レ

ッ
ジ
の
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
︵
東

３
丁
目
91
番
地
︶。
参
加
費
は

一
般
15
ド
ル
、
学
生
10
ド
ル
。

予
約
は
Ｅ
メ
ー
ル

ny.entam
e@

gm
ail.com

Ｎ
Ｙ
エ
ン
タ
メ
！

サ
バ
イ
ブ
し
よ
う
ぜ

４
月
４
日
に
講
演
会

　

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
セ
ン
タ

ー
を
所
有
す
る
不
動
産
投
資
会

社
テ
ィ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
ス
パ
イ

ヤ
ー
は
15
日
、
Ｎ
Ｙ
の
冬
の
風

物
詩
の
ひ
と
つ
で
あ
る
同
セ
ン

タ
ー
の
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
場
を

来
月
15
日
か
ら
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ

ー
ト
場
と
し
て
営
業
す
る
こ
と

を
発
表
し
た
。 

　

同
社
は
、
家
族
が
１
９
７
９

〜
81
年
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
一

世
を
風
靡
し
た
伝
説
の
ロ
ー
ラ

ー
ス
ケ
ー
ト
・
デ
ィ
ス
コ
﹁
フ

リ
ッ
パ
ー
ズ
・
ロ
ー
ラ
ー
・
ブ

ギ
ー
・
パ
レ
ス
﹂
を
経
営
し
て

い
た
モ
デ
ル
の
リ
バ
テ
ィ
・
ロ

ス
さ
ん
と
提
携
し
、
同
セ
ン
タ

ー
と
し
て
は
１
９
４
０
年
以
来

初
め
て
、
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト

場
復
活
が
実
現
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
同
デ
ィ
ス
コ
は
、
か
つ

て
デ
ィ
ス
コ
と
し
て
運
営
し
て

い
た
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
劇
場
に

因
み
﹁
ス
タ
ジ
オ
54
オ
ン
・
ウ

ィ
ー
ル
ズ
﹂
と
し
て
も
知
ら
れ

た
。
プ
リ
ン
ス
や
シ
ェ
ー
ル
、

エ
ル
ト
ン
・
ジ
ョ
ン
、
ロ
ビ
ン
・

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
な
ど
多
く
の
セ

レ
ブ
た
ち
が
常
連
だ
っ
た
が
、

建
築
許
可
の
問
題
で
わ
ず
か
２

年
で
閉
店
し
た
。 

　

同
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
場
の

デ
ザ
イ
ン
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ド
ゥ
・
ベ

タ
ッ
ク
氏
に
依
頼
し
た
。
Ｄ
Ｊ

ブ
ー
ス
を
設
置
し
デ
ィ
ス
コ
音

楽
で
来
場
者
を
盛
り
上
げ
る
ほ

か
、
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
の
レ

ッ
ス
ン
も
提
供
し
、
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
し

て
い
る
。
営
業
時
間
は
月
曜
〜

水
曜
は
午
前
10
時
〜
午
後
10

時
、
木
曜
・
金
曜
は
午
前
10
時

〜
深
夜
零
時
、
土
曜
は
午
前
８

時
〜
深
夜
零
時
、
日
曜
は
午
前

８
時
〜
午
後
10
時
。
料
金
は
ひ

と
り
20
ド
ル
で
、
事
前
予
約

が
必
要
。
詳
細
はflippers.

w
orld

を
参
照
す
る
。
10
月

ま
で
営
業
予
定
。 

80
年
代
の

ロ
ー
ラ
ー

ス
ケ
ー
ト
復
活

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
セ
ン
タ
ー

https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/oshirase/2019-12-24.html
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:ny.entame@gmail.com
mailto:ny.entame@gmail.com
mailto:ny.entame@gmail.com
mailto:ny.entame@gmail.com
https://www.naturalhealingartists.com/
https://www.hondag.com
mailto:tammylee@lorsg.com
https://www.maxjob.com/
http://jweeklyusa.com
http://myriverside.net/home
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確
定
申
告
の
方
法
と

追
徴
・
過
払
い
税
金
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バ
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マ
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ィ
レ
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タ
ー 

須
田
洋
平

　

皆
様
の
中
に
は
既
に
確
定
申

告
書
が
完
成
し
て
申
告
さ
れ
た

方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
確
定

申
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
税

務
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
お
任
せ
す

る
と
し
て
も
、
完
成
し
た
確
定

申
告
書
は
税
務
当
局
へ
送
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

追
徴
税
が
発
生
し
て
い
る
方
は

当
局
へ
の
支
払
い
が
必
要
で

す
。
過
払
い
が
あ
る
方
も
、
ど

の
よ
う
な
形
で
精
算
を
受
け
る

か
決
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
今
回
は
皆
様
が
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
税
務
当
局

へ
の
確
定
申
告
の
送
付
、
支
払

い
、
な
ら
び
に
過
払
い
の
精
算

方
法
を
説
明
し
ま
す
。

▽
確
定
申
告
方
法

　

米
国
確
定
申
告
は
電
子
申
告

に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が
推
奨
さ

れ
て
お
り
、
確
定
申
告
書
作
成

者
は
電
子
申
告
で
作
成
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
電
子
申
告
は
オ
ン
ラ
イ
ン

で
申
告
デ
ー
タ
を
各
当
局
に
送

信
し
ま
す
の
で
、
申
告
パ
ッ
ケ

ー
ジ
の
作
成
や
郵
送
な
ど
の

手
間
を
省
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
税
務
当
局
が
確
定

申
告
デ
ー
タ
を
受
理
し
た
か
ど

う
か
の
確
認
や
、
当
局
で
の
申

告
書
の
プ
ロ
セ
ス
が
正
確
に
行

わ
れ
る
、
ま
た
プ
ロ
セ
ス
が
早

く
行
わ
れ
る
た
め
に
還
付
金
が

早
く
発
行
さ
れ
る
な
ど
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
年
々
電
子

申
告
が
で
き
る
確
定
申
告
書
の

範
囲
が
広
が
っ
て
お
り
、
非
居

住
者
の
確
定
申
告
書
で
あ
る

1040N
R

も
電
子
申
告
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

電
子
申
告
を
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
確
定
申
告
書
は
、
当
局

へ
書
面
で
郵
送
す
る
こ
と
で
確

定
申
告
を
行
い
ま
す
。
年
中
に

居
住
者
と
非
居
住
者
の
両
方
の

居
住
者
身
分
を
有
す
る
二
重
身

分
者
は
電
子
申
告
に
対
応
し
て

い
ま
せ
ん
の
で
書
面
で
の
申
告

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

納
税
者
番
号
︵
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
︶
の

新
規
の
申
請
は
、
申
請
書
類
を

確
定
申
告
書
に
添
付
し
て
行
い

ま
す
が
、
申
請
書
類
は
原
本
で

あ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
確

定
申
告
は
書
面
で
行
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
州
税
の
確
定
申
告

は
州
に
よ
っ
て
異
な
る
規
定
を

設
け
て
い
る
の
で
別
途
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▽
追
徴
税
額

　

確
定
申
告
書
で
計
算
さ
れ
た

最
終
税
額
が
源
泉
徴
収
税
や
予

定
納
税
額
な
ど
で
納
め
た
税
額

を
上
回
る
場
合
は
追
徴
税
を
支

払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
ち
ら
の
支
払
い
の
期
日
は
４

月
18
日
と
な
り
ま
す
。
支
払
い

方
法
と
し
て
お
も
に
次
の
４
つ

を
説
明
し
ま
す
。

︵
ａ
︶
小
切
手
の
郵
送
：
小
切

手
に
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
番
号
と
年
次
、
申
告
様
式

を
記
載
し
、1040-V

な
ど
の

バ
ウ
チ
ャ
ー
と
一
緒
に
当
局
へ

郵
送
し
ま
す
。

︵
ｂ
︶
銀
行
口
座
か
ら
の
引
き

落
と
し
：
電
子
申
告
を
行
う
場

合
に
、
指
定
し
た
日
に
銀
行
口

座
か
ら
追
徴
税
額
を
引
き
落
と

す
方
法
で
す
。

︵
ｃ
︶
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
：

主
要
な
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で

追
徴
税
額
を
支
払
う
こ
と
も
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
方

法
は
手
数
料
が
発
生
し
ま
す
。

︵
ｄ
︶
Ｅ
Ｆ
Ｔ
Ｐ
Ｓ
：
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
登
録
し
て
オ
ン
ラ
イ

ン
で
支
払
う
か
、
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
の
ア
プ
リ
を
通
し
て
支
払

い
ま
す
。

　

追
徴
税
額
を
一
度
に
全
額
支

払
う
こ
と
が
出
来
な
い
場
合
は

分
割
払
い
を
す
る
こ
と
も
条
件

に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

申
告
期
日
ま
で
に
追
徴
税
を

支
払
わ
な
い
と
、
支
払
い
遅
延

の
罰
則
︵
延
納
税
︶
が
課
さ
れ

ま
す
。
延
納
税
は
未
納
の
税
額

に
対
し
て
月
々
０
・
５
％
、
最

大
25
％
ま
で
課
さ
れ
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
追
徴
額
に
は
利
息

が
発
生
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
申

告
書
を
期
日
ま
で
に
提
出
し
な

い
場
合
は
申
告
遅
延
の
罰
則
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
未
納
税

額
に
対
し
て
月
々
５
％
、
最
大

で
25
％
ま
で
が
課
さ
れ
ま
す
が

延
納
税
が
同
時
に
発
生
し
て
い

る
場
合
は
延
納
税
分
が
差
し
引

か
れ
ま
す
。
確
定
申
告
書
を

期
日
ま
で
に
提
出
で
き
な
い

場
合
は
延
長
申
請
書
︵Form
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︶
を
提
出
す
る
こ
と
で

申
告
期
日
を
延
長
す
る
こ
と
も

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、

延
長
申
請
は
納
付
の
期
日
を
延

長
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
延
納
税
と
利
子
の
支
払

い
を
避
け
る
た
め
に
は
４
月
18

日
ま
で
に
見
込
み
の
追
徴
税
額

を
支
払
う
必
要
が
あ
る
点
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
過
払
い
税
額

　

最
終
税
額
が
納
め
た
税
額
を

下
回
る
場
合
は
過
払
い
の
状
況

と
な
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
３

つ
の
方
法
で
過
払
い
を
精
算
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

︵
ａ
︶
還
付
小
切
手
：
還
付
小

切
手
が
確
定
申
告
書
に
記
載
し

た
住
所
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

︵
ｂ
︶
銀
行
振
込
み
：
過
払
い

額
が
指
定
し
た
銀
行
口
座
に
振

り
込
ま
れ
ま
す
。

︵
ｃ
︶
次
年
度
の
納
税
額
に
充

当
　

還
付
状
況
は
税
務
当
局

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
︵w

w
w

.
irs.g

ov
 “

W
h

ere’
s M

y 
R

efund?”

︶
で
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
還
付
請
求
の

時
効
は
確
定
申
告
の
提
出
期
日

か
ら
３
年
と
な
り
ま
す
。

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通

牒
２
３
０
号10.37

条(a)(2)

規
定
上
の
書
面
に
よ
る
税
務
ア

ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準
を
満

た
す
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
記
事
中
の
情
報
は

す
べ
て
一
般
的
な
も
の
で
あ

り
、
特
定
の
個
人
も
し
く
は
事

業
体
の
状
況
へ
の
適
用
を
意
図

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
税
法
に

沿
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
各
個
人
は
特
定
事
項

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
上
記

内
容
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の

で
は
な
く
、
実
状
に
基
づ
き
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

記
事
中
の
見
解
や
意
見
は
著
者

個
人
の
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し

も
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
◇
　
◇

　

﹁
今
夜
は
フ
ラ
イ
ド
ラ
イ
ス

を
作
る
わ
よ
！
﹂
と
夫
に
言
っ

た
らFried lice

︵
揚
げ
た
シ

ラ
ミ
︶
と
聞
こ
え
た
ら
し
く
ギ

ョ
ッ
と
さ
れ
ま
し
た
。
と
い
う

ご
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
今
日

は
Ｒ
と
Ｌ
の
舌
の
動
き
の
根
本

的
な
違
い
を
お
教
え
し
ま
す
。

こ
の
２
音
、
違
う
の
は
舌
だ
け

な
の
で
す
。

　

rice

の
Ｒ
の
舌
は
、
イ
ラ
ス

ト
の
﹁
星
２
点
﹂
が
上
奥
歯
に

触
り
ま
す
。
舌
先
が
尖
る
と
舌

全
体
が
固
ま
っ
て
し
ま
い
、
日

本
語
の
﹁
ラ
イ
ス
﹂
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
か
ら
、
必
ず
﹁
星

2
点
﹂
の
み
で
軽
く
リ
ー
ド
す

か
う
途
中
、
波
形
の
よ
う
に
丸

み
を
帯
び
た
、Ｒ
音
が
出
ま
す
。

　

一
方
、lice

の
Ｌ
の
舌
は
、

イ
ラ
ス
ト
の
よ
う
に
、
舌
裏
先

が
口
の
最
前
線
で
、
釣
り
針

に
引
っ
か
か
っ
た
海
藻
の
よ
う

に
引
き
上
げ
ら
れ
、
上
１
番
の

歯
間
裏
に
軽
く
触
り
ま
す
。
舌

裏
先
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
動
か

せ
ば
舌
が
固
ま
ら
ず
に
済
む
の

で
、
次
の
母
音
に
移
行
し
た
瞬

間
に﹁
今
の
は
Ｌ
だ
っ
た
な
あ
﹂

と
感
じ
さ
せ
る
、
鋭
角
な
音
を

聞
か
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

slidem
ethod.com

 

で

は

英
語
発
音
の
レ
ッ
ス
ン
動
画

を
、無
料
で
提
供
し
て
い
ま
す
。

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ: 

ス
ラ
イ
ド

メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。﹁
最

強
英
語
発
音
メ
ソ
ッ
ド
﹂著
者
。

slidemethod.com

9

今夜は fried lice を作るわよ！

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

舌
先
は
ど
こ
に
も
ぶ
つ
か
る

こ
と
な
く
、
代
わ
り
に
舌
横
が

上
歯
を
伝
っ
て
い
る
感
覚
だ
け

が
あ
り
ま
す
。
次
の
母
音
に
向

　

旅
行
会
社
の
Ｈ
Ｉ
Ｓ
は
27

日
︵
日
︶、
Ｎ
Ｙ
発
着
・
バ

ス
で
行
く
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ

日
帰
り
観
光
ツ
ア
ー
を
開
催

す
る
。

　

全
米
で
も
有
数
の
桜
ス
ポ

ッ
ト
で
あ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ

Ｃ
の
約
３
０
０
０
本
の
桜
の

見
頃
予
想
は
、
毎
年
3
月
下

旬
か
ら
4
月
初
旬
。
同
ツ
ア

ー
で
は
チ
ャ
ー
タ
ー
バ
ス

に
日
本
語
添
乗
員
が
同
行

し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
名

所
を
効
率
よ
く
巡
る
。
日
程

は
午
前
７
時
45
分
グ
ラ
ン
ド

セ
ン
ト
ラ
ル
駅
集
合
、
午
後

１
時
頃
に
Ｄ
Ｃ
到
着
し
、
国

会
議
事
堂
・
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ

ス
・
ワ
シ
ン
ト
ン
記
念
塔
・

リ
ン
カ
ー
ン
記
念
堂
・
ジ
ェ

フ
ァ
ー
ソ
ン
記
念
塔
と
桜
並

木
の
散
策
、
午
後
５
時
30
分

頃　

Ｄ
Ｃ
を
出
発
し
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
到
着
・
解
散
は
午

ワシントンDC日帰りツアー

Ｈ
Ｉ
Ｓ
が
27
日
に

　

ア
メ
リ
カ
の
女
性
参
政
権
運

動
に
貢
献
し
た
人
々
の
物
語
を

描
い
た
世
界
初
演
の
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
﹁
Ｓ
Ｕ
Ｆ
Ｆ
Ｓ
﹂
が
、
５

月
１
日
︵
日
︶
ま
で
、
ア
ス
タ

ー
プ
レ
イ
ス
に
あ
る
パ
ブ
リ
ッ

ク
シ
ア
タ
ー
︵
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ

ト
通
り
４
２
５
番
地
︶
で
上
演

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
作
品
は
女
性
参
政
権
運

動
で
活
躍
し
た
人
々
の
中
で
も

あ
ま
り
名
を
知
ら
れ
て
い
な
い

人
た
ち
に
焦
点
を
当
て
た
も

の
。
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
キ
ャ
ス
ト

が
集
ま
る
歌
手
シ
ャ
イ
ナ
・
タ

ウ
ブ
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
、
参

申し込みはウェブサイト https://tour.his-usa.com/city/nyc/detail.php?tid=8586

後
10
時
30
分
︵
予
定
︶。

　

参
加
費
は
ひ
と
り
１
３
９
ド

ル
︵
子
供
も
同
額
︶。
読
者
特

典
と
し
て
、
申
し
込
み
時
に
所

定
の
欄
に
ク
ー
ポ
ン
コ
ー
ド

︵N
Y

SE
5

︶
を
入
力
す
る
と
５

ド
ル
引
き
と
な
る
。
詳
細
は
上

記
の
リ
ン
ク
参
照
。

政
権
獲
得
ま
で
の
道
の

り
を
内
部
の
仕
組
み
ま

で
掘
り
下
げ
て
描
い
て

い
る
。
リ
ー
・
シ
ル
バ

ー
マ
ン
監
督
が
指
揮
す

る
24
人
の
力
強
く
多
様

な
キ
ャ
ス
ト
が
演
じ
る

刺
激
的
な
エ
ン
タ
ー
テ

イ
ン
メ
ン
ト
は
、
見
る

も
の
を
考
え
さ
せ
る

内
容
だ
。
入
場
料
は

１
０
０
ド
ル
︵
学
生
な

ど
各
種
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン

ト
も
あ
る
︶。
チ
ケ
ッ

ト
は
下
記
リ
ン
ク
か

ら
。

https://publictheater.org/

女
性
参
政
権
運
動
に
貢
献

人
々
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
化

http://www.irs.gov
http://www.irs.gov
http://www.irs.gov
https://tour.his-usa.com/city/nyc/detail.php?tid=8586
https://publictheater.org/
mailto:nishimura@newyork-kaikei.com
http://op-ed.jp
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://kkobo.com/
mailto:kkatonyc@earthlink.net
http://www.rostamilaw.com
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︻
報
酬
︼
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
↓

２
０
２
２
年
ア
メ
リ
カ
の
物
価
上
昇
と
昇
給
へ
の
影
響
は
？

クイック USA

84

■
物
価
上
昇
率
の
ト
レ
ン
ド

　

２
０
２
２
年
２
月
24
日
、
多

く
の
方
が
予
想
し
て
い
な
か
っ

た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
。
こ
の
状
況
を
受
け
て
企
業

は
２
０
２
２
年
の
昇
給
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
？

　

最
新
の
物
価
上
昇
率
︵
消
費

場
の
状
況
も
こ
の
よ
う
な
不
動

産
の
状
況
と
似
て
い
る
よ
う
な

状
況
だ
。

　

人
材
の
報
酬
市
場
の
オ
フ
ァ

ー
も
市
場
調
査
で
は
ス
ピ
ー
ド

が
お
い
つ
い
て
い
か
な
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。

実
際
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
オ
フ

ァ
ー
の
状
況
や
人
材
紹
介
会
社

か
ら
の
生
の
情
報
が
よ
り
重
要

に
な
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

■Great Resignation

に
地

道
な
対
応
で
効
果

　

そ
ん
な
な
か
、
オ
レ
ゴ
ン
で

は
従
業
員
数
５
０
０
名
以
上
の

企
業
を
対
象
に
、
ス
タ
ッ
フ
の

勤
務
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
２
週
間

前
に
固
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
の
２
週
間
前

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
が
退
職

率
を
下
げ
て
い
る
効
果
が
出
て

い
る
と
い
う
。

　

G
reat R

esignation

と
呼

ば
れ
て
特
にH

ospitality

業

界
で
は
人
手
不
足
が
深
刻
な

中
、
こ
の
よ
う
な
地
道
な
︵
法

律
で
義
務
づ
け
ら
れ
た
と
は
言

え
︶
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
の
告

知
の
努
力
等
を
通
じ
て
優
秀
な

人
材
の
維
持
に
工
夫
す
る
こ
と

が
急
務
だ
と
言
え
る
。

■
最
近
の
報
酬
上
昇
が
目
立
つ

ポ
ジ
シ
ョ
ン
例

　

ま
た
、
特
にT

ech

系
の
仕

事
で
は
下
記
の
よ
う
な
ポ
ジ
シ

ョ
ン
の
サ
ラ
リ
ー
が
上
昇
傾
向

に
あ
る
。
人
材
の
採
用
や
優
秀

人
材
の
維
持
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

ト
レ
ン
ド
を
押
さ
え
て
お
く
こ

と
も
重
要
だ
ろ
う
。

■
ア
マ
ゾ
ン
は
報
酬
レ
ン
ジ
を

大
幅
に
上
昇

　

ポ
ジ
シ
ョ
ン
ご
と
、
あ
る
い

は
グ
レ
ー
ド
ご
と
に
報
酬
の
レ

ン
ジ
を
設
計
し
て
い
る
例
は
よ

く
あ
る
と
思
う
が
、
ア
マ
ゾ
ン

で
は
報
酬
レ
ン
ジ
の
上
限
を
今

ま
で
の
16
万
ド
ル
か
ら
35
万
ド

 

米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　　Identity とは、「私は何者か」ということ。そして、アメリカの政治の場で
台頭してきた言葉 Identity Politics は、人種、宗教、階級、性別、性的指向など
を理由に虐げられていると感じる人々が、政治への働きかけを通じて自分たち
の地位向上を目指す動きです。黒人などのマイノリティによる人権運動がその
例として挙げられますが、それに反発する白人の政治運動も Identity Politics で

ありうるのです。また、LGBTQ （性的少数者）による運動のように、既に Identity Politics は社会
に大きな変化をもたらしてもいます。
　民主政治の基礎になる選挙において、進歩的とされる民主党、対する保守的な共和党という、広い
視野で政治を見る伝統的な枠組みがあります。しかし、Identity Politics の高まりは、その枠組みに
とらわれず、自分のアイデンティティー同志の益になるかどうかで投票先を決める国民が増えている
ことを意味します。
　中間選挙そして次の大統領選挙を見据えて、民主党、共和党がこれから激しい票争いを繰り広げる
でしょう。その中で政党そして候補者たちが Identity Politics といかに対応し、更には取り込もうと
するのか・・・アメリカ政治を理解するための大事なキーワードになりました。

（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Identity Politics　アイデンティティー政治 米 語
Watch
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今
年
15
周
年
を
迎
え
た
ア

メ
リ
カ
携
帯
電
話H

anaC
ell

︵
ハ
ナ
セ
ル
︶
は
、
４
月
10
日

︵
日
︶
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
Ｓ
Ｉ

Ｍ
カ
ー
ド
を
１
ド
ル
で
販
売
す

る
春
の
新
生
活
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
て
い
る
。

　

期
間
中
は
ハ
ナ
セ
ル
の
ア
メ

リ
カ
携
帯
プ
ラ
ン
に
１
ド
ル
で

加
入
で
き
、
送
料
・
契
約
手
数

料
は
無
料
。
申
し
込
み
は
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
、
加
入
か

ら
解
約
ま
で
す
べ
て
日
本
語
で

行
え
る
。
ま
た
日
本
と
ア
メ
リ

カ
の
ど
ち
ら
に
も
配
送
で
き
る

た
め
、
渡
米
前
に
日
本
で
ア
メ

リ
カ
の
Ｓ
Ｉ
Ｍ
を
手
に
入
れ
る

こ
と
が
で
き
る
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
hanacell.com

を
参
照
。

ハ
ナ
セ
ル
15
周
年

Ｓ
Ｉ
Ｍ
カ
ー
ド

１
ド
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

美
容
の
大
規
模
展
示
会
﹁
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ビ
ュ
ー

テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
︵
Ｉ
Ｂ
Ｓ
︶﹂

が
13
日
か
ら
15
日
ま
で
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
ジ
ャ
ビ
ッ
ツ
・
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
た
。
２
０
２
０
年
３
月

に
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
に
よ

り
直
前
で
中
止
さ
れ
た
が
、
３

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
今
回
は

マ
ス
ク
の
着
用
や
ワ
ク
チ
ン
接

種
証
明
証
の
提
示
も
必
要
な
く

な
り
、
多
く
の
美
容
関
係
者
が

新
製
品
の
美
容
機
材
や
商
品
が

並
ぶ
会
場
を
訪
れ
た
。
美
容
師

向
け
の
ハ
サ
ミ
や
ド
ラ
イ
ヤ

ー
、
ネ
イ
リ
ス
ト
向
け
の
マ
ニ

キ
ュ
ア
類
、
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
製

品
、
ま
つ
げ
や
ヘ
ア
ー
エ
ク
ス

テ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
ほ
か
、
ト

ッ
プ
ス
タ
イ
リ
ス
ト
に
よ
る
ヘ

ア
カ
ッ
ト
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
も
多
く
の
観
客
を
集
め

て
い
た
。
同
時
開
催
の
﹁
エ
ス

テ
テ
ィ
ッ
ク
・
コ
ス
メ
テ
ィ
ッ

ク
＆
ス
パ
・
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

︵
Ｉ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
︶﹂
で
は
ス
パ
オ

ー
ナ
ー
や
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン

が
、
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
製
品

や
美
容
機
材
を
積
極
的
に
試
し

て
い
た
。
ま
た
65
以
上
の
美
容

に
関
す
る
無
料
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
も
行
わ
れ
、
ど
ち
ら
の
展
示

会
も
３
日
間
盛
況
を
博
し
た
。

Ｉ
Ｂ
Ｓ
国
際
美
容
シ
ョ
ー

65
以
上
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も

　

ジ
ェ
ト
ロ
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

事
務
所
は
30
日
︵
水
︶
午
後
７

時
か
ら
、﹁
米
国
西
海
岸
の
港

湾
の
最
新
動
向
﹂
と
題
し
た
ウ

ェ
ビ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
を
起
点
と
し
て
始
ま
っ
た

世
界
規
模
の
物
流
の
混

乱
は
、
い
ま
だ
厳
し
い

物
流
環
境
が
続
い
て
い

る
。ウ
ェ
ビ
ナ
ー
で
は
、

ア
ジ
ア
か
ら
の
貨
物
量

が
多
い
西
海
岸
を
中
心

と
し
た
物
流
事
情
の
最

新
動
向
や
、
2
月
末
か

ら
3
月
初
め
に
世
界
の

主
な
船
会
社
や
タ
ー
ミ

ナ
ル
な
ど
が
参
加
し
て

開
催
さ
れ
た
Ｔ
Ｐ
Ｍ
22

で
の
議
論
の
様
子
を
解

説
す
る
。
ス
ピ
ー
カ
ー

は
森
本
政
司
氏
︵
ジ
ェ

ト
ロ
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス 

物
流
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
︶。

定
員
１
０
０
０
人
。
参

加
費
無
料
、
要
登
録
。

参加希望者は https://register.gotowebinar.com/ から申し込む。

Ｌ
Ａ
港
の
状
況

30
日
に
ウ
ェ
ビ
ナ
ー

者
物
価
指
数
︶
は
労
働
統
計
局

の
資
料
よ
り
確
認
が
出
来
る
。

項
目
別
の
物
価
上
昇
率
を
見
る

と
、
ガ
ソ
リ
ン
が
46
・
５
％
で

最
も
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

　

ま
た
、
半
導
体
不
足
と
新
車

供
給
不
足
を
反
映
し
て
、
中
古

車
の
供
給
不
足
に
よ
り
中
古
車

が
40
・
５
％
の
上
昇
に
な
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
日
用
品

が
11
・
７
％
、
食
料
品
も
７
％

と
そ
れ
に
続
く
。

■
物
価
上
昇
率
＝
昇
給
率
な
の

か
？

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
各

企
業
は
昇
給
率
も
５
％
以
上
を

計
画
す
る
と
こ
ろ
が
増
え
て
い

る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
る
。

し
か
し
、Payscale

の
統
計

調
査
で
は
３
％
の
昇
給
率
を
検

討
し
て
い
る
企
業
が
最
も
多

い
。
一
方
で
人
材
紹
介
会
社
の

情
報
筋
に
よ
る
と
現
在
は
人
材

を
紹
介
す
る
と
複
数
の
企
業
か

ら 

オ
フ
ァ
ー
が
入
り
、
そ
の

金
額
が
ど
ん
ど
ん
つ
り
上
が
る

傾
向
に
あ
る
と
い
う
。

　

現
在
、
不
動
産
市
場
で
は
、

低
金
利
の
な
か
売
り
出
し
物
件

が
不
足
し
て
お
り
、
売
り
出
し

物
件
に
は
オ
フ
ァ
ー
が
５
件
、

10
件
と
入
り
、
ど
ん
ど
ん
値
段

が
つ
り
上
が
る
状
況
だ
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
現
在
の
人
材
市

ル
へ
と
大
幅
に
上
昇
さ
せ
た
こ

と
が
分
か
っ
た
。
特
にT

ech

系
の
人
材
は
高
い
報
酬
を
提
供

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
報
酬
設
計
の
変

更
が
迫
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

２
０
２
２
年
の
報
酬
ト
レ
ン
ド

は
さ
ら
に
上
昇
傾
向
に
あ
る
と

言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

山
口 

憲
和  

Philosophy LLC 

代
表
　

www.919usa.com

Occupation Average Salaries Change from 2020
Web developer $98,912 +21.3%

Database 
administrator $111,362 +12.4%

Technical support
engineer $77,169 +12.4%

Data analyst $84,779 +11.5%
UX/UI designer $101,260 +10.1%

Software developer $120,204 +8.0%
Computer/

mainframe programmer $97,320 +6.5%

Systems 
administrator $88,642 +6.2%

IT management $151,983 +6.0%
Systems analyst $93,278 +5.5%

10 Fastest-Growing Tech Positions by Salary 

Source: Dice 2022 Tech Salary Report.
　

ラ
イ
セ
ン
ス
パ
ワ
ー
︵
株
︶

は 

４
月
７
日
︵
木
︶
か
ら
、

公
認
協
会
認
定
の
米
国
最
新
ア

ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
栄
養
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
資
格
講
座
を
開
催
す

る
。
週
１
回
２
時
間
８
回
コ
ー

ス
。
３
時
30
分
ま
た
は
６
時
30

分
ス
タ
ー
ト
。
会
場
︵
２
番
街

45
丁
目
︶。
教
材
は
英
語
で
日

本
語
訳
あ
り
、
英
語
専
門
用
語

も
両
方
学
ぶ
。
人
数
に
制
限
あ

り
。
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
の
た

め
の
食
品
、
美
肌
、
酸
化
酵
素
、

ビ
タ
ミ
ン
、細
胞
の
若
さ
保
持
、

活
性
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
必
須
ア

ミ
ノ
酸
食
、
漢
方
、
ハ
ー
ブ
の

効
用
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
。
試

験
合
格
者
は
講
師
養
成
講
座
へ

進
み
、
公
認
認
可
校
と
し
て
独

立
開
講
が
可
能
。
米
国
、
日

本
、
英
国
な
ど
で
公
式
称
号
の

下
、
活
動
で
き
る
。
講
師
は
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
公
認
協
会
認
定

栄
養
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
武
石

越
路
さ
ん
︵
共
立
女
子
大
学
食

物
科
卒
業
︶。﹁
遺
伝
子
食
事
テ

ス
ト
﹂
米
国
開
業
医
が
顧
問
。

皆
で
﹁
１
２
０
歳
ま
で
元
気
に

楽
し
く
美
し
く
﹂
が
ス
ロ
ー
ガ

ン
。
通
信
教
育
受
講
も
可
能
。

　

受
講
料
は
１
８
９
５
ド
ル

︵
登
録
料
、
テ
キ
ス
ト
代
、
日

本
語
訳
、
資
料
代
、
受
験
料
、

証
書
代
な
ど
全
含
む
︶。
申

し
込
み
時
に
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

を
見
た
と
伝
え
る
と
１
０
０

ド
ル
引
き
に
な
る
。
問
い
合

わ

せ
・

申

し

込

み

は

電

話

６
４
６
・
９
３
２
・
８
９
０
０
、

ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ルK

oshiji.
T

@
gm

ail.com
 

ま

で
。

詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トw

w
w

.
licensepow

er.net

を
参
照
。

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
特
化

栄
養
コ
ン
サ
ル
養
成
講
座

https://register.gotowebinar.com/
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
mailto:T@gmail.com
mailto:T@gmail.com
mailto:T@gmail.com
http://www.licensepower.net
http://www.licensepower.net
http://www.licensepower.net
https://michaeldunnlaw.com
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://hls-global.com
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チ
キ
ン
南
蛮

た
く
あ
ん
を
使
っ
た

和
風
タ
ル
タ
ル
ソ
ー
ス

材料 4 人分
ゆで卵 ...................２個

万能ネギ ...............少々

たくあん ........... ４切れ

玉ねぎ ............ 1 ／ 4 個

マヨネーズ ..... 大さじ 3
黒胡椒 ...................適量

材料
鶏もも .............. 肉１枚
片栗粉 ..................少々
すりおろしニンニク
................... 大さじ 1/2
すりおろし生姜
................... 大さじ 1/2
お酒 .....................適量
ジップロック

甘酢だれ材料
ケチャップ ....大さじ１
調理酒 ...........大さじ２
醤油 ..............大さじ２
みりん ...........大さじ２
酢 ..................大さじ２
砂糖 ..............大さじ１
本だし ...........小さじ１
水溶き片栗粉 .......少々

　

日
本
で
は
宮
崎
県
の
郷
土
料

理
と
し
て
欠
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
﹁
チ
キ
ン
南
蛮
﹂
。
宮
崎

県
に
留
ま
ら
ず
、
日
本
全
国
へ

普
及
、
今
で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
も
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い

人
気
料
理
。
サ
ク
ッ
と
揚
げ
た

鶏
肉
に
甘
酢
タ
レ
と
タ
ル
タ
ル

ソ
ー
ス
を
か
け
た
チ
キ
ン
南
蛮

は
、
ご
飯
も
お
酒
も
進
む
人
気

の
１
品
。

︻
作
り
方
︼

①
鶏
も
も
肉
を
フ
ォ
ー
ク
で
両

面
穴
を
あ
け
る

②
ジ
ッ
プ
ロ
ッ
ク
に
鶏
肉
、
ニ

ン
ニ
ク
、
生
姜
、
酒
を
入
れ
冷

蔵
庫
で
15
分
ほ
ど
寝
か
し
下
味

を
つ
け
る

※
鶏
肉
を
冷
蔵
庫
で
下
味
を
つ

け
て
い
る
間
に
、
甘
酢
タ
レ
作

り③
ケ
チ
ャ
ッ
プ
、
調
理
酒
、
醤

油
、
み
り
ん
、
酢
、
砂
糖
、
本

だ
し
を
フ
ラ
イ
パ
ン
で
温
め
た

　

日
本
で
タ
ル
タ
ル
ソ
ー
ス
が

発
売
さ
れ
た
昭
和
40
年
代
。
日

本
人
に
は
馴
染
み
の
な
か
っ
た

ピ
ク
ル
ス
の
代
わ
り
に
、
日
本　
　 　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
チ
ェ
ル
シ

ー
に
あ
る
居
酒
屋
＆
寿
司
レ
ス

ト
ラ
ンN

orikoH

。
３
０
０

席
あ
る
店
内
は
日
本
で
も
お
馴

染
み
の
居
酒
屋
メ
ニ
ュ
ー
の
ほ

か
、
バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
焼

酎
を
使
用
し
た
カ
ク
テ
ル
な
ど

を
提
供
。
別
室
で
は
日
本
直
送

の
鮮
魚
を
使
っ
た
お
任
せ
コ
ー

ス
を
堪
能
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
き
た
、
チ
キ
ン
南
蛮
や

ハ
ン
バ
ー
グ
な
ど
懐
か
し
の
お

弁
当
は
、
手
頃
な
価
格
で
満

足
す
る
味
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
と
評
判
だ
。
今
回
は
、

N
orikoH

で
シ
ェ
フ
と
し
て

腕
を
ふ
る
う
礒
田
直
人
さ
ん

に
、
人
気
の
２
品
を
ご
自
宅
で

簡
単
に
作
れ
る
レ
シ
ピ
で
ご
紹

介
い
た
だ
き
ま
す
。

チ
キ
ン
南
蛮
と
和
風
タ
ル
タ
ル
ソ
ー
ス

シェフ紹介

礒田直人
　寿司職人の父を持ち、Jewel 
Bako にて修行を積んだ後、Tori 
bei、Naruto Ramen でのマネー
ジャー経験を経て、NorikoH に
て日本人唯一のシェフを務める。

レストラン情報

NorikoH
43 W 24th St

New York, NY 10010
(646) 230-8191

https://www.norikoh.com/

と
こ
ろ
に
、
水
溶
き
片
栗
粉

少
々
入
れ
、
と
ろ
み
を
つ
け
て

完
成
。

④
冷
蔵
庫
か
ら
取
り
出
し
た
鶏

肉
の
両
面
に
軽
く
塩
胡
椒
、
片

栗
粉
を
つ
け
る

⑤
家
庭
用
の
フ
ラ
イ
パ
ン
に
鶏

肉
の
３
分
の
１
位
が
浸
か
る
量

の
油
を
入
れ
、
油
を
温
め
る
。

⑥
下
味
を
つ
け
た
鶏
肉
を
入

れ
、
両
面
を
中
火
で
約
10
分
揚

げ
焼
き
に
す
る

⑦
取
り
出
し
た
鶏
肉
を
食
べ
や

す
い
大
き
さ
に
切
り
、
お
皿
に

盛
り
付
け
、
甘
酢
タ
レ
と
タ
ル

タ
ル
ソ
ー
ス
を
お
好
み
の
量
を

か
け
て
完
成
。

人
の
味
覚
に
合
わ
せ
て
、
た
く

あ
ん
等
の
漬
物
で
作
ら
れ
て
い

た
タ
ル
タ
ル
ソ
ー
ス
。

　

チ
キ
ン
南
蛮
だ
け
で
な
く
、

魚
の
フ
ラ
イ
、
サ
ラ
ダ
や
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
な
ど
、
様
々
な
料
理

で
お
召
し
上
が
り
い
た
だ
け
ま

す
。

︻
作
り
方
︼

①
た
く
あ
ん
、
万
能
ネ
ギ
、
玉

ね
ぎ
を
み
じ
ん
切
り
に
す
る

②
ボ
ー
ル
に
ゆ
で
卵
２
個
を
入

れ
、
フ
ォ
ー
ク
で
つ
ぶ
す

③
た
く
あ
ん
、
万
能
ネ
ギ
、
玉

ね
ぎ
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
を
入
れ
、

黒
胡
椒
で
味
を
整
え
て
完
成
。

https://www.norikoh.com/
https://kikkomanusa.com/
https://www.korin.com/korin-sharpening-service
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 ローカル
  スクランブル　

Brooklyn

ノ
ン
ア
ル
需
要
の
高
ま
り
か
ら
注
目
が
集
ま
る

レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
日
本
茶
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供

　

近
年
、
若
年
層
の
間
で
は
健

康
や
節
約
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
か
ら
お
酒
を
飲
め
る
が
あ

え
て
飲
ま
な
い
、﹁
ソ
ー
バ
ー

キ
ュ
リ
ア
ス
﹂
と
呼
ば
れ
る
層

が
増
え
て
お
り
、
ノ
ン
ア
ル
コ

ー
ル
ド
リ
ン
ク
の
需
要
も
増

加
。
日
本
茶
も
そ
の
例
に
漏
れ

ず
、
お
酒
を
飲
ま
な
い
層
が
食

事
を
楽
し
む
際
に
飲
む
ド
リ
ン

ク
の
新
た
な
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

2
月
23
日
に
日
本
食
品
海
外

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

︵
Ｊ
Ｆ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｏ
︶
の
日
本
茶

米
国
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環

と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
イ
ベ

ン
ト
ス
ペ
ー
ス
に
て
事
業
者
向

け
の
日
本
茶
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催

さ
れ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
登
壇
し

た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
高
級
レ
ス

ト
ラ
ン
を
顧
客
に
持
つ
茶
卸
兼

小
売
の
ケ
ト
ル
︵K

ettl

︶
の

オ
ー
ナ
ー
、
ザ
ッ
ク
・
マ
ン
ガ

ン
氏
に
よ
る
と
、﹁
日
本
茶
の

持
つ
う
ま
み
成
分
は
和
食
以

外
の
キ
ュ
イ
ジ
ー
ヌ
と
も
相

性
が
良
く
、
食
事
と
の
ペ
ア
リ

ン
グ
が
楽
し
め
る
﹂
と
日
本
茶

の
魅
力
を
話
し
て
く
れ
た
。
東

京
の
星
付
き
店
﹁
鳥
し
き
﹂
の

分
店
で
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
高
級
焼
き
鳥
店

﹁T
orien

﹂
で
は
、
デ
ィ

ナ
ー
コ
ー
ス
に
合
わ
せ
て

日
本
茶
の
ペ
ア
リ
ン
グ
も

行
っ
て
い
る
。
同
店
ソ
ム

リ
エ
の
松
本
昭
生
氏
に
よ

る
と
、
日
本
茶
を
有
償
提

供
す
る
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
言

う
。﹁
ビ
ジ
ネ
ス
面
で
は

ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
ま
な
い

お
客
様
が
日
本
茶
メ
ニ
ュ

ー
を
注
文
す
る
こ
と
に
よ
り
、

レ
ス
ト
ラ
ン
側
は
客
単
価
を
維

持
で
き
、
利
益
率
の
確
保
に
繋

が
る
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
種

類
の
日
本
茶
を
食
事
と
合
わ
せ

る
と
い
う
新
た
な
食
体
験
を
お

客
様
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

る
﹂
と
話
す
。
今
回
の
セ
ミ
ナ

ー
を
機
に
、
い
く
つ
か
の
レ
ス

ト
ラ
ン
が
新
た
に
日
本
茶
メ
ー

カ
ー
と
契
約
し
、
提
供
を
ス
タ

ー
ト
す
る
。
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ

ジ
に
あ
るM

IN
E

 C
raft

寿
司

/G
O

N
G

O

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

岡
田
さ
ん
に
日
本
茶
有
償
提
供

を
決
め
た
理
由
を
聞
い
た
。

 

﹁
健
康
志
向
が
高
ま
っ
て
き
た

こ
と
で
、
日
本
茶
が
お
客
様
の

中
で
も
定
着
し
て
き
て
い
る
。

お
茶
を
有
料
で
提
供
す
る
こ
と

は
自
然
な
流
れ
で
、
レ
ス
ト
ラ

ン
側
に
と
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
面
の

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
﹂。
ワ
イ
ン

や
日
本
酒
に
比
べ
単
価
は
低
い

も
の
の
、
適
正
な
価
格
で
日
本

茶
を
提
供
す
る
機
会
が
で
き
る

ほ
か
、
今
ま
で
日
本

茶
の
魅
力
を
知
ら
な

い
層
に
新
た
な
ア
プ

ロ
ー
チ
が
で
き
る
と

期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
参
加
者

か
ら
は
、﹁
日
本
茶

の
中
で
も
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
が
あ
り
、
食

事
と
合
わ
せ
て
楽
し

め
そ
う
﹂﹁
日
本
茶

の
旨
味
と
食
事
の
相

性
が
い
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
﹂
な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
た
。

事業者向けセミナーを NY で開催

日
本
茶
を
提
供
す
る

M
IN

E C
raft

寿
司

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
は
ピ
ン
ク

色
、
セ
ン
ト
パ
ト
リ
ッ
ク
ス
デ

ー
に
は
グ
リ
ー
ン
な
ど
、
季
節

の
行
事
に
合
わ
せ
た
商
品
を
発

表
し
、
大
人
も
子
供
も
美
味
し

く
楽
し
く
食
べ
ら
れ
る
ア
メ
リ

カ
の
ド
ー
ナ
ツ
。
今
回
は
ブ
ル

ッ
ク
リ
ン
に
あ
る
話
題
の
ド
ー

ナ
ツ
シ
ョ
ッ
プ
４
店
を
紹
介
。

■Peter Pan D
onut & 

Pastry Shop

︵727 M
anhattan A

ve 

︶　

　

グ
リ
ー
ン
ポ
イ
ン
ト
に
あ
る

60
年
以
上
も
続
く
家
族
経
営
の

ド
ー
ナ
ツ
シ
ョ
ッ
プ
。
店
内
は

飾
り
気
が
な
い
が
、
昔
な
が
ら

の
気
さ
く
な
雰
囲
気
が
あ
り
、

カ
ウ
ン
タ
ー
で
コ
ー
ヒ
ー
と
大

き
な
ド
ー
ナ
ツ
が
リ
ー
ズ
ナ
ブ

ル
に
楽
し
め
る
。
ド
ー
ナ
ツ
は

ど
れ
で
も
１
ド
ル
50
セ
ン
ト
。

平
日
は
早
朝︵
午
前
４
時
30
分
︶

か
ら
オ
ー
プ
ン
し
、
焼
き
た
て

の
ベ
ー
グ
ル
サ
ン
ド
で
近
隣
住

人
の
朝
食
を
担
っ
て
い
る
。

http://peterpan
don

u
ts.

com

■Brandon's Donuts

︵449 C
ourt St 

︶

　

﹁
ブ
ラ
ン
ド
ン
ズ
・
ド
ー
ナ

ツ
﹂
は
ブ
ラ
ン
ド
ン
の
父
マ
ッ

ト
が
24
年
前
に
ス
タ
ー
ト
し
た

キ
ャ
ロ
ル
ガ
ー
デ
ン
で
人
気
の

店
。
バ
ニ
ラ
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
・

レ
ッ
ド
ベ
ル
ベ
ッ
ト
な
ど
の
４

種
の
生
地
と
、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
・

レ
モ
ン
な
ど
８
種
類
の
ア
イ
シ

ン
グ
、
コ
コ
ナ
ツ
フ
レ
ー
ク
・

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ス
プ
リ
ン
ク
ル

な
ど
10
種
の
ト
ッ
ピ
ン
グ
を
選

ん
で
注
文
す
る
カ
ス
タ
ム
ド
ー

ナ
ツ
が
特
徴
の
店
。　

h
t

t
p

s
:/

/
w

w
w

.
brandonsdonuts.com

■Dun-W
ell Doughnuts

︵222 M
ontrose A

ve

︶

　

地
元
の
食
材
を
使
っ
て
地
元

企
業
を
支
援
し
、
動
物
由
来
成

分
を
含
ま
ず
に
作
っ
た
ド
ー
ナ

ツ
が
食
べ
ら
れ
る
イ
ー
ス
ト
・

ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
に
あ
る

店
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
に
は
ブ

ル
ッ
ク
リ
ン
区
内
の
病
院
に

２
０
０
０
個
以
上
の
ド
ー
ナ
ツ

を
届
け
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
貢

献
し
た
。
提
携
す
る
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
・
ロ
ー
ス
テ
ィ
ン
グ
カ
ン

パ
ニ
ー
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ー

ヒ
ー
を
提
供
し
て
い
る
。

h
t

t
p

s
:/

/
w

w
w

.
dunw

elldoughnuts.com
/

■The Dough Club
︵294 B

edford A
ve

︶

　

２
０
１
９
年
に
ウ
ィ
リ
ア
ム

ズ
バ
ー
グ
・
サ
ウ
ス
に
オ
ー
プ

ン
し
た
、
軽
く
て
ふ
わ
ふ
わ
の

日
本
の
も
ち
ド
ー
ナ
ツ
が
メ
イ

ン
の
店
。
可
愛
い
耳
が
つ
い
た

ネ
コ
型
や
目
の
つ
い
た
カ
エ
ル

型
も
登
場
し
て
写
真
映
え
も
す

る
ド
ー
ナ
ツ
。
常
に
新
し
い
フ

レ
ー
バ
ー
が
登
場
す
る
の
で
毎

回
行
く
た
び
に
違
う
味
と
出
会

え
る
。
抹
茶
の
パ
ン
ケ
ー
キ
や

ワ
ッ
フ
ル
も
人
気
商
品
。

h
t

t
p

s
:/

/
w

w
w

.
thedoughclub.com

/

ブルックリンの

おいしいドーナツ

いかが？

http://www.keenecenter.org/
tel:2122136069
http://www.jwsny.org
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
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 BOOKS
　

本
紙
先
週
号
書
籍
欄
の
こ
の

ペ
ー
ジ
、
﹁
即
買
え
る
新
刊
を

紹
介
﹂
コ
ー
ナ
ー
︵
右
参
照
︶

で
掲
載
し
て
い
た
６
冊
の
一
番

下
に
あ
っ
た
本
の
タ
イ
ト
ル
が

校
閲
中
に
目
が
ピ
タ
リ
と
止
ま

っ
た
。
﹃
捨
て
な
い
生
き
か
た
﹄

︵
五
木
寛
之
、
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ

ス
新
書
︶
。

 

﹁
何
年
も
着
て
い
な
い
服
、
古

い
靴
や
鞄
、
本
、
小
物
な
ど
愛

着
あ
る
﹃
ガ
ラ
ク
タ
﹄
は
人
生

の
宝
物
で
あ
る
か
ら
﹃
捨
て
な

く
て
い
い
﹄
と
提
唱
す
る
五
木

寛
之
氏
。
孤
独
を
癒
す
一
つ
の

よ
す
が
と
し
て
物
に
囲
ま
れ
て

暮
ら
す
の
だ
。
後
半
生
の
生
活

を
豊
か
に
す
る
ヒ
ン
ト
が
満
載

の
五
木
流
﹃
捨
て
な
い
生
き
か

た
﹄
の
極
意
﹂
と
あ
る
。

　

世
の
中
、
断
捨
離
と
か
シ
ン

プ
ル
ラ
イ
フ
と
か
、
片
付
け
る

こ
と
が
美
徳
だ
と
か
ス
ッ
キ
リ

さ
っ
ぱ
り
す
る
の
が
い
い
こ
と

だ
と
い
つ
の
間
に
か
、こ
こ
５
、

６
年
の
ト
レ
ン
ド
で
信
じ
込
ま

さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
タ
イ
ト

ル
を
み
て
、
な
ん
だ
か
と
て
も

救
わ
れ
た
気
が
し
た
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
中
心
部
、

ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
パ
ー
ク
の
真
ん

前
に
あ
る
紀
伊
國
屋
書
店
Ｎ
Ｙ

本
店
の
地
下
新
刊
売
り
場
に
行

っ
て
早
速
買
っ
て
き
た
。
人
生

１
０
０
年
時
代
に
﹁
捨
て
な
い

生
活
﹂
の
す
す
め
か
。
私
の
部

屋
に
も
人
か
ら
見
た
ら
ガ
ラ
ク

タ
に
見
え
る
も
の
が
わ
ん
さ
と

あ
る
。
U
コ
ン
模
型
飛
行
機
の

燃
料
が
染
み
付
い
た
木
製
プ
ロ

ペ
ラ
と
か
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
時

代
に
米
を
炊
く
の
に
使
っ
た
飯

盒
と
か
。
使
わ
な
い
け
ど
時
々

ケ
ー
ス
か
ら
出
し
て
眺
め
る
コ

ー
ル
マ
ン
の
ア
ル
コ
ー
ル
ラ
ン

タ
ン
と
か
。﹁
目
で
見
て
愛
で

る
モ
ノ
﹂
に
囲
ま
れ
て
生
活
す

る
の
は
楽
し
い
。
こ
れ
は
実
は

豊
か
な
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
。
そ

う
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
の
が
こ

の
一
冊
だ
。
き
っ
と
、
小
さ
な

も
の
は
切
手
の
収
集
か
ら
大
き

な
も
の
は
ガ
レ
ー
ジ
に
ス
ポ
ー

ツ
カ
ー
が
何
台
も
と
い
っ
た
具

合
ま
で
、
好
き
な
モ
ノ
を
集
め

る
の
に
凝
っ
て
い
る
コ
レ
ク
タ

ー
な
ん
か
も
そ
う
い
う
楽
し
み

を
味
わ
っ
て
い
る
の
に
違
い
な

い
。
モ
ノ
は
捨
て
な
く
て
も
い

い
の
だ
。
Ｌ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
な
ん

か
も
取
っ
て
あ
っ
た
か
ら
今
、

楽
し
め
る
訳
だ
し
。

　

つ
い
で
に
書
く
と
、
目
に
見

え
な
い
﹁
匂
い
﹂
も
ま
た
、
一

瞬
に
し
て
過
去
に
引
き
戻
し
て

く
れ
る
。
私
の
場
合
は
、
本

だ
。
本
と
い
っ
て
も
月
間
漫
画

雑
誌
。
１
９
６
０
年
代
の
小
学

生
時
代
に
日
本
で
定
期
購
読
し

て
い
た
手
塚
治
虫
の
虫
プ
ロ
が

発
行
し
て
い
た
漫
画
エ
リ
ー
ト

が
読
む
と
い
う
形
容
詞
が
な
ぜ

か
付
い
て
い
た
﹃
Ｃ
Ｏ
Ｍ
﹄
と

白
土
三
平
や
水
木
し
げ
る
が
主

要
執
筆
陣
だ
っ
た
長
井
勝
一
が

創
刊
し
た
青
林
堂
の
月
間
漫
画

﹃
ガ
ロ
﹄。
そ
の
ふ
た
つ
本
の
ペ

ー
ジ
を
こ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

今
開
い
て
匂
い
を
嗅
ぐ
と
、﹃
Ｃ

Ｏ
Ｍ
﹄
と
﹃
ガ
ロ
﹄
と
で
は
、

印
刷
所
も
印
刷
イ
ン
ク
も
違
う

た
め
か
、
明
ら
か
に
異
な
る
イ

ン
ク
の
匂
い
が
ペ
ー
ジ
か
ら
漂

っ
て
く
る
。
そ
の
匂
い
を
一
息

吸
い
こ
ん
だ
だ
け
で
一
瞬
に
し

て
半
世
紀
前
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
常

に
少
年
時
代
と
現
在
と
を
リ
ア

ル
に
行
き
来
で
き
る
。
何
度
も

少
年
時
代
を
味
わ
え
る
訳
だ
。

　

本
題
に
戻
る
と
、
筆
者
は
決

し
て
﹁
捨
て
る
﹂
と
い
う
こ
と

に
反
対
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
モ
ノ
を
捨
て
る
な
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
つ
も

り
も
な
い
。
た
だ
、
生
活
空
間

を
ス
ッ
キ
リ
さ
せ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
強
迫
観
念
に
囚

わ
れ
て
い
る
現
代
人
が
少
な
か

ら
ず
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
も

一
つ
の
生
き
か
た
だ
が
、
そ
う

で
は
な
い
モ
ノ
を
捨
て
な
い
と

い
う
生
き
方
も
考
え
て
も
い
い

の
で
は
な
い
か
と
。
モ
ノ
を
ど

ん
ど
ん
捨
て
て
い
く
と
い
う
こ

と
は
、
自
分
が
生
き
て
き
た
人

生
、
過
ご
し
て
き
た
時
代
と
い

う
﹁
歴
史
﹂
を
捨
て
て
い
く
こ

と
に
等
し
い
。
ヒ
ト
、
モ
ノ
、

命
に
執
着
す
る
こ
と
が
人
間
な

の
だ
と
説
く
。　
　
　

︵
三
浦
︶

 思い出と共に生きる
五木 寛之・著

 マガジンハウス新書・刊

■改良（遠野遥、河出文庫）芥川賞を受賞した『破局』の
遠野遥のデビュー作で読後に強烈な印象を残す『改良』が
文庫化。女になりたいのではない、「私」でありたいと主
人公が願った結果、見つけたのは女装することだった。そ
れは彼がゲイでもトランスジェンダーでもなく、彼の性自
認とも性的指向とも無関係であり、美しくなりたいという
情熱が彼を駆り立てる。■「ヨーロッパ王室」から見た世
界史（内藤博文、青春出版社）カロリング家、ブルボン家、
ハプスブルク家などヨーロッパの王室は親戚関係にある。
つまりヨーロッパの歴史とは壮大な“家族ゲンカ”の歴史
であると神聖ローマ帝国の興亡や英仏百年戦争、フランス
革命など、世界史を変えた事件・出来事の真相を「王家の
相関図」を交えて歴史著述家が解説する。■その日まで（瀬
戸内寂聴、講談社）昨年 11 月、99 歳で亡くなった瀬戸内
寂聴が綴った最期の長篇エッセイ。戦争も引き上げも一通
りの苦労はしてきたが 99 年生きると大したことではなく、
また築いた財産や受けた名誉も全く重要ではなく、人は人
を愛するために、愛されるために、この世に送り出された
のだと語る。■雨の日には車をみがいて（五木寛之、幻冬舎）
1966 年、主人公はフランスの大衆車シムカの中古を手に
入れる。１ドル 360 円の時代。オンボロでも憧れの外車だ。
シムカ、アルファロメオ、ボルボなど 9 台の車と 9 人の女
性との恋愛をめぐる 9 つの短編集。■財産消滅（岡信太郎、ポプラ新書）司
法書士である著者は多くの認知症患者の成年後後見人として資産管理などの
手伝いをしてきた。認知症は介護などの生活面だけではなく、財産にも大き
な影響を与える。本人の意思確認ができないため、資産運用や契約ができな
くなる。実際に経験したエピソードをもとに、認知症を患った人や家族が陥
るお金のトラブルとその解決法を伝える。■その花の名を知らず　左近の桜

（長野まゆみ、角川書店）左近の桜シリーズ第 4 作目。主人公・桜蔵は男同
士の逢瀬に使われる宿を営んでいる家の息子で、死者や妖の雄を呼び寄せ毎
度体を奪われてしまう体質。今作では霊園行きのバスの中で奇妙な出来事に
遭遇する。祖父の遺品に導かれるように異界めぐりの旅がはじまる。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

初
の
平
成
生
ま
れ
の
芥
川
賞
作
家
の
デ
ビ
ュ
ー
作
。
家
族
間
の
大
げ
ん
か
で
あ
る
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
紛
争
。
瀬
戸
内
寂
聴
、
最
期
の
長
篇
エ
ッ
セ
イ
。
昭
和
の
青
春
恋
愛
短
編
集
。

認
知
症
に
な
る
前
に
備
え
る
財
産
管
理
。
左
近
の
桜
シ
リ
ー
ズ
最
新
作
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

今
年
の
春
は
な
か
な
か
町
に

や
っ
て
き
ま
せ
ん
。
も
う
暦
の

う
え
で
は
春
な
の
に
、
木
々
も

芽
吹
く
様
子
は
な
く
、
空
も
ど

ん
よ
り
。
ど
う
し
た
ん
だ
ろ
う

と
し
び
れ
を
切
ら
し
て
い
た
町

の
人
々
に
、
あ
る
男
の
子
が
﹁
ぼ

く
た
ち
で
春
を
つ
く
っ
ち
ゃ
お

う
！
﹂
と
提
案
し
ま
す
。
町
の

人
々
は
さ
っ
そ
く
市
長
に
か
け

あ
い
、
パ
レ
ー
ド
を
し
て
、
町

中
の
壁
や
柱
に
春
の
花
や
鳥
を

描
い
て
い
き
ま
し
た
。
男
の
子

の
素
敵
な
ア
イ
デ
ア
と
街
の

人
々
の
素
晴
ら
し
い
行
動
力

で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
町
が
春

色
に
輝
き
始
め
ま
す
。
﹁
ほ
ら

ね
、
春
が
き
た
よ
！
﹂
し
か
し

そ
の
晩
ひ
ど
い
雨
が
降
っ
て
、

町
の
中
の
春
は
き
れ
い
に
洗
い

流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

黒
ぶ
ち
模
様
の
あ
る
白
い
犬

が
主
人
公
の
名
作
絵
本
﹃
ど
ろ

ん
こ
ハ
リ
ー
﹄
シ
リ
ー
ズ
の
著

者
コ
ン
ビ
の
絵
本
。
春
を
待
ち

わ
び
る
ワ
ク
ワ
ク
感
が
躍
動
感

を
持
っ
て
伝
わ
る
内
容
だ
。
な

か
な
か
訪
れ
な
い
春
に
し
び
れ

を
切
ら
し
、
こ
ち
ら
か
ら
春
を

迎
え
に
行
こ
う
と
町
の
人
々
が

協
力
し
た
素
敵
な
方
法
に
笑
顔

に
な
れ
る
本
。　
　
　

（
高
田
）

春
が
来
な
い
な
ら
迎
え
に
い
こ
う
！

 『はるがきた』
作： ジーン・ジオン　絵： マーガレット・グレアム

主婦の友社　2011 年

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
https://www.funcphysio.com/


(11)　　 ［ NY生活ウーマン］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2022 年（令和 4 年）3 月 26 日（土）

 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、社会で美しく生きる女性たちを応援します。

　

美
容
皮
膚
科
の
治
療
は
お
悩

み
別
に
様
々
な
方
法
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
も
、
エ
ス
テ
に

長
年
通
っ
て
い
る
け
れ
ど
効
果

が
な
か
な
か
実
感
で
き
な
い
。

結
婚
式
な
ど
人
前
に
出
る
予
定

が
あ
る
。
短
期
間
で
効
果
の
あ

る
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
が
し
た
い

な
ど
、
即
効
性
が
あ
る
治
療
を

求
め
ら
れ
て
い
る
方
も
多
い
か

と
思
い
ま
す
。
当
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
治
療
の
中
で
一
番
新
し
く
即

効
性
の
あ
る
施
術
は
﹁
ヒ
ア
ル

ロ
ン
酸
メ
ソ
セ
ラ
ピ
ー
﹂
で

す
。
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
や
ペ
プ
チ

ド
な
ど
の
お
肌
に
良
い
有
効
成

分
を
皮
下
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
注

入
す
る
こ
と
で
、
素
早
い
効
果

を
発
揮
す
る
治
療
。
非
常
に
粒

子
の
細
か
い
柔
ら
か
な
有
効
成

分
を
少
量
ず
つ
複
数
箇
所
に
お

注
射
で
浸
透
さ
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
皮
膚
に
潤
い
と
張
り
を
も

た
ら
せ
、
シ
ワ
・
た
る
み
を
改

善
し
、
フ
ェ
イ
ス
ラ
イ
ン
の
引

き
締
め
、
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
を
行

い
ま
す
。
一
度
で
も
効
果
は
実

感
で
き
ま
す
が
、
1
か
月
に
1

回
、
合
計
3
回
行
う
と
よ
り
効

果
的
。
気
に
な
る
目
元
ま
わ
り

や　

ほ
う
れ
い
線
の
み
な
ど
ピ

ン
ポ
イ
ン
ト
で
も
施
術
が
可
能

で
す
。
施
術
直
後
は
赤
い
注
射

の
跡
が
残
り
ま
す
が
数
日
で
消

え
て
い
き
ま
す
。
お
化
粧
は
翌

日
か
ら
可
能
。
肌
に
細
か
く
注

入
さ
れ
た
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
は
少

し
ず
つ
吸
収
さ
れ
ま
す
が
、
ヒ

ア
ル
ロ
ン
酸
は
コ
ラ
ー
ゲ
ン
増

生
を
促
し
美
肌
効
果
を
発
揮
し

続
け
る
の
で
す
。Skin D

eep 
N

Y
C

で
は
、
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸

メ
ソ
セ
ラ
ピ
ー
治
療
を
お
得
な

3
回
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
し
ま
し

た
。
治
療
の
前
に
は
、
毛
穴
に

詰
ま
っ
た
角
栓
を
ス
ッ
キ
リ
と

取
り
去
る
、
エ
ク
ス
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
が
含
ま
れ
た
デ
ィ
ー
プ
ク

レ
ン
ジ
ン
グ
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル

や
、
水
の
力
を
利
用
し
て
美
容

成
分
を
補
給
し
な
が
ら
ピ
ー
リ

ン
グ
を
行
う
ハ
イ
ド
ロ
フ
ェ
イ

シ
ャ
ル
が
セ
ッ
ト
含
ま
れ
て
い

る
た
め
、
ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
の
浸

透
や
効
果
を
高
め
ま
す
。
ス
キ

ン
ケ
ア
は
美
容
皮
膚
科
の
時

代
。
皆
さ
ま
に
合
っ
た
解
決
方

法
を
ご
提
案
い
た
し
ま
す
。

　

名
取
由
稀
江

：

国
際
美
容

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
美
容
歴
30

年
。SK

IN
 D

E
E

P N
Y

C
美

容
皮
膚
科
、Y

ukie N
atori 

Salon 

& Spa 

オ
ー
ナ
ー
。

日
本
で
ネ
イ
ル
ス
ク
ー
ル
を
経

営
。
美
容
師
、
ネ
イ
リ
ス
ト
な

ど
の
資
格
も
持
ち
日
米
を
行
き

来
し
な
が
ら
ト
ー
タ
ル
な
美
の

情
報
を
発
信
す
る
。

短
期
間
で
効
果
が
あ
る
張
り
と
潤
い
の
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト

14
　

本
名
は
太
田
房
子
さ
ん
。
俳

句
仲
間
の
間
で
は
﹁
風
子
さ
ん
﹂

と
親
し
み
を
こ
め
て
俳
号
で
呼

び
あ
う
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
俳

壇
を
開
拓
し
支
え
て
こ
ら
れ
た

大
先
輩
で
も
あ
る
。

　

風
子
さ
ん
は
先
に
来
米
し
て

い
た
ご
主
人
に
続
き
１
９
６
７

年
に
来
米
、
注
文
家
具
、
イ
ン

テ
リ
ア
改
装
な
ど
を
請
負
う

﹁
た
ん
す
や
﹂
を
始
め
た
。
そ

の
後
１
９
９
０
年
か
ら
、
倉
庫

街
の
雑
多
な
空
気
が
残
る
ソ
ー

ホ
ー
で
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

︵C
ast Iron G

allery

︶
を
経

営
し
て
い
た
。
２
人
の
娘
さ
ん

た
ち
も
結
婚
し
、
孫
た
ち
も
生

ま
れ
、
家
族
が
確
実
に
ア
メ
リ

カ
に
根
付
い
て
い
く
の
を
見
届

け
た
の
ち
２
０
１
２
年
に
帰

国
。
今
は
日
本
と
ア
メ
リ
カ
、

家
族
そ
れ
ぞ
れ
忙
し
く
過
ご
さ

れ
て
い
る
。
風
子
さ
ん
は
俳
句

三
昧
の
毎
日
だ
そ
う
だ
。

　

風
子
さ
ん
が
俳
句
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
、﹁
た
ん
す
や
﹂

で
一
緒
に
働
い
て
い
た
美
術
家

の
木
村
玲
二
さ
ん
に
﹁
こ
ん
な

の
が
あ
る
け
ど
、や
ら
な
い
？
﹂

と
俳
句
会
﹁
方
舟
﹂
に
誘
わ
れ

た
こ
と
だ
っ
た
。﹁
中
学
生
以

来
だ
な
ぁ
﹂
と
何
気
な
く
始
め

て
、気
が
付
け
ば
40
年
の
経
歴
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
気
の
お
け

な
い
仲
間
た
ち
と
、
句
会
な
ら

ぬ
﹁
食
う
会
﹂
と
ワ
イ
ワ
イ
冗

談
を
言
い
合
い
な
が
ら
楽
し
ん

だ
。

　

帰
国
し
て
か
ら
も
ま
す
ま
す

俳
句
の
活
躍
の
場
を
ひ
ろ
げ
、

今
で
は
俳
句
結
社
﹁
三
河
﹂
の

同
人
で
あ
り
、﹁
両
町
句
会
﹂

﹁
鹿
垣
句
会
﹂﹁
ペ
ン
キ
句
会
﹂

﹁
名
古
屋
句
会
﹂、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
は
﹁
星
の
島
句
会
﹂﹁
ハ

コ
句
会
﹂﹁
Ｎ
Ｙ
方
舟
﹂
な
ど

10
も
の
句
会
に
参
加
し
、﹁
未

来
吟
行
句
会
﹂﹁
十
六
夜
句
会
﹂

の
２
つ
の
句
会
の
世
話
人
と
し

て
仕
切
る
傍
ら
、﹁
ホ
ト
ト
ギ

ス
﹂
を
代
表
す
る
稲
畑
汀
子
さ

ん
が
審
査
員
を
務
め
ら
れ
た
俳

句
賞
に
入
賞
す
る
な
ど
、
多
く

の
賞
を
受
賞
し
た
。

　

今
新
年
は
﹁
渓
谷
の
風
に
錆

ゆ
く
冬
紅
葉　

太
田
風
子
﹂
の

句
が
、
第
五
回
山
里
俳
句
コ
ン

テ
ス
ト
の
優
秀
賞
︵
岡
崎
市
教

育
委
員
会
賞
︶
に
選
ば
れ
た
。

17
文
字
の
中
に
、
冬
の
ひ
な
び

た
風
景
に
紅
葉
が
揺
れ
る
様
が

目
に
浮
か
ぶ
。

　

風
子
さ
ん
は
、
自
由
に
自
分

の
言
葉
で
俳
句
を
作
り
た
い
と

言
う
。
そ
れ
は
厳
し
い
ま
で
に

基
本
を
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け

た
か
ら
こ
そ
で
き
る
、
し
な
や

か
さ
で
あ
り
、
お
お
ら
か
さ
で

あ
ろ
う
。
風
子
さ
ん
の
人
と
な

り
に
触
れ
た
こ
と
の
あ
る
人
な

ら
、
直
ち
に
納
得
で
き
る
。

 

﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
い
た
こ
ろ

は
、
仕
事
や
家
庭
の
こ
と
や
趣

味
の
タ
ッ
プ
ダ
ン
ス
な
ど
で
忙

し
く
し
て
い
た
け
れ
ど
、
今
は

俳
句
に
専
念
し
て
い
ま
す
。
日

本
各
地
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
も

繋
が
る
ネ
ッ
ト
句
会
だ
け
で
は

な
く
、
皆
で
集
ま
っ
て
句
会
も

開
催
し
、﹃
太
田
サ
ロ
ン
﹄
な

ど
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
﹂
と
に

こ
や
か
に
お
っ
し
ゃ
る
。
そ
の

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
バ
イ
タ
リ

テ
ィ
ー
が
、
人
を
惹
き
つ
け
、

頼
り
に
さ
れ
る
源
だ
ろ
う
。

︵
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
︶

     俳人

太田 風子さん

自
由
に
自
然
に
自
分
の
俳
句
を

http://www.salon-oasis.net
https://www.licensepower.net/
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.idocenter.com
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 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
全

日
制
部
門
︵
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
州
イ
ン
グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ

ス
、
岡
本
徹
学
園
長
︶
で
は
、

３
月
11
日
に
小
学
部
卒
業
式
、

３
月
18
日
に
幼
児
部
卒
園
式
が

行
わ
れ
た
。

　

会
場
に
は
、
小
学
部
の
卒
業

式
で
は
、
在
校
生
が
描
い
た
卒

業
生
の
似
顔
絵
が
壁
い
っ
ぱ
い

に
飾
ら
れ
、
幼
児
部
で
は
、
等

身
大
の
自
画
像
が
飾
ら
れ
て
、

温
か
さ
が
あ
ふ
れ
る
中
で
の
式

と
な
っ
た
。

　

両
日
と
も
に
、C

O
V

ID
-19

感
染
予
防
対
策
の
も
と
、
卒
園

卒
業
生
と
保
護
者
、
教
職
員
が

対
面
で
の
出
席
に
て
式
が
執
り

行
わ
れ
た
。

　

小
学
部
で
は
、卒
業
に
際
し
、

岡
本
徹
学
園
長
か
ら
は
﹁
今
年

一
年
大
変
な
中
、
一
生
懸
命
に

勉
強
に
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

に
自
信
を
持
ち
、
世
界
の
ど
こ

に
い
て
も
、こ
の
学
園
で
学
び
、

体
験
し
た
こ
と
を
生
か
し
、
国

際
人
と
し
て
人
間
と
し
て
大
き

く
成
長
し
て
い
っ
て
欲
し
い
﹂

と
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。ま
た
、

来
賓
と
し
て
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

日
本
国
総
領
事
館
よ
り
松
本
太

首
席
領
事
か
ら
ビ
デ
オ
に
て
祝

辞
が
述
べ
ら
れ
、
同
学
園
理
事　

西
谷
尚
武
氏
か
ら
は
、
は
な
む

け
の
言
葉
と
し
て
、
子
ど
も
達

の
心
に
響
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈

ら
れ
た
。

　

式
に
は
在
校
生
が
オ
ン
ラ
イ

ン
で
出
席
し
、
卒
業
生
へ
の
贈

る
言
葉
と
贈
る
歌
は
ビ
デ
オ
に

て
会
場
に
流
さ
れ
た
。
そ
の
言

葉
一
つ
一
つ
や
歌
か
ら
は
、
卒

業
生
に
対
す
る
思
い
の
深
さ
が

う
か
が
え
た
。
ま
た
、
そ
れ
を

受
け
止
め
る
卒
業
生
と
保
護

者
、
そ
し
て
教
職
員
の
目
に
も

涙
が
光
っ
て
い
た
。

　

式
の
最
後
は
卒
業
生
に
よ

る
﹁
旅
立
ち
の
言
葉
﹂。
学
園

生
活
で
の
様
々
な
思
い
出
や
保

護
者
、
教
職
員
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
力
強
く
述
べ
、
歌
と
共

に
７
人
の
小
学
部
卒
業
生
、
17

人
の
幼
児
部
卒
園
生
が
旅
立
っ

た
。

　

３
月
17
日
︵
木
︶
に
は
育

英
ア
フ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
、
19

日
︵
土
︶
に
は
育
英
サ
タ
デ
ー

ス
ク
ー
ル
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ

ー
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
、
ポ
ー
ト

ワ
シ
ン
ト
ン
各
校
の
卒
園
・
卒

業
式
、
20
日
︵
日
︶
に
は
育
英

サ
ン
デ
ー
ス
ク
ー
ル
、
フ
レ
ン

ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン

ド
ス
ク
ー
ル
の
卒
園
・
卒
業
式

が
行
わ
れ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

Ｗ
校
初
中
高
等
部
︵
川
﨑
淳
一

郎
校
長
、
児
童
生
徒
数
３
２
４

人
︶
は
13
日
、
第
23
回
卒
業
証

書
授
与
式
を
行
っ
た
。
今
年
度

は
３
年
ぶ
り
に
講
堂
に
て
、
初

等
部
24
人
、
中
等
部
16
人
、
高

等
部
３
人
の
計
43
人
の
卒
業
生

が
一
同
に
会
し
、
保
護
者
の
見

守
る
中
、
一
人
一
人
が
卒
業
証

書
を
受
け
取
っ
た
。

　

川
﨑
校
長
は
式
辞
で
﹁
全
て

の
経
験
は
将
来
何
か
に
ぶ
つ
か

っ
た
時
に
も
思
い
が
け
な
い
と

こ
ろ
か
ら
来
る
光
の
源
と
な

り
、
大
き
な
力
に
な
り
、
明
日

へ
踏
み
出
す
力
と
な
る
﹂
と
卒

業
の
今
ま
で
の
絶
え
間
な
き
努

力
を
讃
え
た
。
ま
た
﹁
弱
音
を

吐
く
、
の
﹃
吐
﹄
か
ら
マ
イ
ナ

ス
記
号
を
取
る
と
、夢
が
叶
う
、

の
﹃
叶
﹄
と
な
り
、辛
い
の
﹃
辛
﹄

へ
そ
の
マ
イ
ナ
ス
記
号
を
付
け

る
と
幸
せ
の
﹃
幸
﹄
と
な
る
﹂

と
卒
業
生
達
へ
エ
ー
ル
を
送
っ

た
。
卒
業
生
の
答
辞
で
は
、
今

  

フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
ウ
ィ

ー
ク
エ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
︵
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
ア
ッ
パ
ー
ウ
エ
ス
ト
キ
ャ

ン
パ
ス
︶︵
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

ス
ク
ー
ル
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

山
田

亜
香
里 

在
籍
者
数
96
人
︶
で
は
、

3
月
19
日
︵
土
︶
20
日
︵
日
︶、

幼
児
部
年
長
園
児
、
小
学
部
国

語
算
数
教
室
6
年
生
が
そ
れ
ぞ

れ
卒
園
、
卒
業
を
迎
え
た
。 

　

小
学
部
6
年
生
の
児
童
た
ち

は
、
幼
児
部
か
ら
長
く
通
っ
て

い
る
児
童
も
多
く
、
卒
業
証
書

を
受
け
取
る
瞬
間
は
、
こ
れ
ま

で
の
努
力
が
よ
み
が
え
り
、
児

童
、
保
護
者
、
教
職
員
み
な
に

と
っ
て
、
感
慨
深
い
瞬
間
と
な

っ
た
。 

　

卒
園
児
た
ち
は
、
今
ま
で
が

ん
ば
っ
て
き
た
園
生
活
の
思
い

出
に
浸
る
と
と
も
に
、
4
月
か

ら
の
週
末
の
小
学
校
生
活
を
楽

し
み
に
目
を
輝
か
せ
て
い
た
。 

　

フ
レ
ン
ズ
ア
カ
デ
ミ
ー
ウ
ィ

ー
ク
エ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
で
は
、

4
月
に
新
年
度
を
迎
え
る
。
随

時
編
入
を
受
け
付
け
て
い
る
。

Ｎ
Ｙ
育
英
学
園
全
日
制
部
門

卒
業
式
と
卒
園
式

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｗ
校
で

卒
業
証
書
授
与
式

ま
で
支
え
て
き
て
く
れ
た
教
職

員
、
保
護
者
、
友
人
達
へ
の
感

謝
を
伝
え
、
成
し
遂
げ
た
自
分

を
誇
ら
し
く
思
い
、
そ
し
て
今

後
も
努
力
の
先
に
あ
る
自
分
の

姿
を
想
像
し
な
が
ら
頑
張
る
こ

と
を
堂
々
と
述
べ
た
。
前
日
に

は
雪
が
降
り
、
ま
だ
ま
だ
冬
の

冷
え
込
ん
だ
朝
で
あ
っ
た
が
、

卒
業
生
の
胸
に
は
春
色
の
コ
サ

ー
ジ
ュ
が
彩
り
、
達
成
感
に
溢

れ
た
卒
業
生
の
笑
顔
で
卒
業
証

書
授
与
式
は
一
足
早
く
春
が
来

た
よ
う
だ
っ
た
。

楽しい
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Ｑ　

現
在
中
学
２
年
生
の
子
ど

も
が
い
ま
す
。
ま
も
な
く
帰
国

予
定
で
す
が
、
息
子
は
将
来
、

海
外
大
学
進
学
を
希
望
し
て
い

ま
す
。
帰
国
後
の
高
校
選
び
に

つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願
い

し
ま
す
。

Ａ　

私
立
、
公
立
、
国
立
、
イ

ン
タ
ー
、
ど
こ
を
選
択
す
る
に

せ
よ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
高
校
の
特

徴
を
理
解
し
て
自
分
の
子
ど
も

に
合
っ
て
い
る
高
校
を
選
ぶ
こ

と
が
大
切
で
す
。
お
子
さ
ん
は

海
外
大
学
進
学
を
希
望
と
の
こ

と
な
の
で
Ｉ
Ｂ
︵
国
際
バ
カ
ロ

レ
ア
︶
教
育
を
実
施
し
て
い
る

学
校
も
選
択
肢
の
一
つ
に
な
り

う
る
と
思
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｂ
は
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
機

構
︵
本
部
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
︶
が
提

供
す
る
国
際
的
な
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、初
等
教
育︵
Ｐ
Ｙ
Ｐ
︶、

中
等
教
育
︵
Ｍ
Ｙ
Ｐ
︶、
高
校

最
後
の
２
年
間
で
履
修
す
る
デ

ィ
プ
ロ
マ
︵
Ｄ
Ｐ
︶
の
３
課
程

が
あ
り
、
日
本
を
含
む
世
界
約

１
４
０
以
上
の
国
や
地
域
で
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
必
ず
し
も

初
等
教
育
か
ら
の
受
講
が
必
要

な
わ
け
で
は
な
く
、
大
学
進
学

を
見
据
え
て
Ｄ
Ｐ
課
程
の
み
履

修
す
る
生
徒
も
多
い
で
す
。
Ｄ

Ｐ
資
格
は
世
界
の
大
学
で
入
学

審
査
シ
ス
テ
ム
と
し
て
採
用
さ

れ
て
お
り
、
受
験
資
格
、
入
学

資
格
と
し
て
認
め
る
大
学
は
増

加
し
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｂ
は
﹁
多
様
な
文
化
の
理

解
と
尊
重
の
精
神
を
通
じ
て
、

よ
り
良
い
、
よ
り
平
和
な
世
界

を
築
く
こ
と
に
貢
献
す
る
、
探

究
心
、
知
識
、
思
い
や
り
に
富

ん
だ
若
者
の
育
成
﹂
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
授
業
は
従
来
の

受
け
身
型
で
は
な
く
、
討
論
や

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
が
多
く
、

自
分
の
意
見
を
発
信
す
る
こ

と
、
相
手
の
意
見
を
認
め
る
こ

と
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
学

習
に
つ
い
て
Ｄ
Ｐ
を
履
修
し
て

い
る
知
人
の
お
子
さ
ん
に
尋
ね

て
み
る
と
、﹁
Ｉ
Ｂ
で
の
学
習

を
通
し
学
ぶ
こ
と
が
興
味
深
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

例
え
ば
、
日
本
で
も
海
外
で
も

数
学
は
た
だ
公
式
を
覚
え
、
パ

タ
ー
ン
化
す
る
だ
け
の
も
の
だ

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
、

問
題
か
ら
解
答
ま
で
自
分
で
考

案
す
る
と
い
う
課
題
で
、﹃
誕

生
日
会
で
用
意
す
る
ケ
ー
キ
の

値
段
と
体
積
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
の

値
段
の
関
係
性
﹄
と
い
う
テ
ー

マ
の
エ
ッ
セ
イ
を
書
き
、
数
学

と
い
う
学
問
を
通
し
て
学
び
を

感
じ
ま
し
た
﹂
と
答
え
が
返
っ

て
き
ま
し
た
。
知
識
詰
め
込
み

型
の
学
習
で
は
な
く
、
問
題
提

起
か
ら
解
決
ま
で
す
べ
て
自
分

で
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
学
ぶ

喜
び
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
う

し
た
学
習
以
外
に
も
Ｅ
Ｅ
︵
課

題
論
文
︶、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
︵
知
識
の

理
論
︶、
Ｃ
Ａ
Ｓ
︵
創
造
性
・

活
動
・
奉
仕
︶
も
必
修
科
目
と

な
っ
て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｅ
で
は
自

身
で
研
究
テ
ー
マ
を
決
め
、
調

査
、研
究
し
論
文
を
書
き
ま
す
。

Ｔ
Ｏ
Ｋ
で
は
、
論
理
的
思
考
力

や
、
狭
い
見
方
に
と
ら
わ
れ
な

い
批
判
的
精
神
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど
を
養
う
た

め
の
授
業
を
通
じ
、
知
識
と
は

何
か
、
知
識
を
ど
う
獲
得
し
、

ど
う
使
い
こ
な
す
か
と
い
っ
た

﹁
正
解
の
な
い
問
題
﹂
に
対
応

す
る
力
を
身
に
付
け
ま
す
。
Ｃ

Ａ
Ｓ
で
は
経
験
を
通
し
て
学

び
、
自
己
決
定
や
他
者
と
の
協

力
の
機
会
を
通
し
て
、個
人
的
・

対
人
的
な
成
長
を
促
し
ま
す
。

こ
れ
ら
Ｅ
Ｅ
・
Ｔ
Ｏ
Ｋ
・
Ｃ
Ａ

Ｓ
の
３
科
目
の
履
修
で
、
知
識

だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
人
間
性
を
備
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
生

徒
た
ち
の
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
課
題
の
量
は
多
く
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
は
必
須

で
、
計
画
、
行
動
、
検
証
、
改

善
す
る
能
力
が
自
然
と
身
に
つ

い
て
い
く
子
ど
も
た
ち
が
多
い

よ
う
で
す
。

　

Ｉ
Ｂ
実
施
校
で
学
ぶ
も
う
一

つ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
日
本
に
い

な
が
ら
世
界
へ
の
貢
献
を
考
え

る
人
や
、
外
国
の
文
化
背
景
で

育
っ
た
外
国
人
等
、
多
種
多
様

な
生
徒
た
ち
が
在
籍
し
て
い
る

こ
と
が
多
い
こ
と
で
す
。
こ
の

よ
う
な
環
境
は
こ
れ
か
ら
の
世

界
を
考
え
て
い
く
う
え
で
子
ど

も
た
ち
に
多
く
の
刺
激
を
与
え

て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
日
本

人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持

た
せ
つ
つ
世
界
標
準
の
教
育
を

ベ
ー
ス
に
活
動
さ
せ
た
い
、
海

外
で
の
経
験
を
も
と
に
将
来
の

日
本
を
支
え
る
人
に
な
っ
て
ほ

し
い
と
お
考
え
の
ご
家
庭
に

は
、
Ｉ
Ｂ
実
施
校
を
帰
国
後
の

高
校
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て

お
勧
め
し
ま
す
。

　

﹁
フ
レ
ン
ズ 

帰
国
生 

母
の

会
﹂
で
は
﹁
母
親
が
歩
い
て
見

た
帰
国
生
の
た
め
の
学
校
案

内
﹂
を
毎
年 

九
月
に
発
行
し

て
い
ま
す
。
帰
国
生
入
試
を
行

う
首
都
圏
の
学
校
を
訪
問
し
て

集
め
た
帰
国
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

や
入
試
・
編
入
情
報
な
ど
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧

の
上
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

本欄への相談は 
フレンズ帰国生母の会
● ホームページから　 
http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/

1983 年 10 月設立。海外在住経験のある
母親たちのボランティア団体。海外赴任
のアドバイス、帰国子女入試・編入など、
海外生活教育相談を中心に活動している。
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 滞在歴と滞在時の子供の年齢：ニューヨーク（7 年）長女 1 歳〜 8 歳、次女 誕生〜 5 歳

ロンドン（5 年半）長女 10 歳〜 15 歳、次女  7 歳〜 12 歳

日本の高校から海外大に進学したい

　

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

︵
濟
藤
和
彦
校
長
︶
は
13
日
、

卒
園
式
と
卒
業
式
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
行
っ
た
。
幼
稚
園
部
卒
園

式
で
は
、
胸
に
手
作
り
の
赤
い

コ
サ
ー
ジ
ュ
を
つ
け
た
20
人
の

卒
園
児
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
卒

園
証
書
を
受
け
取
っ
た
。
例
年

と
同
じ
よ
う
に
、
卒
園
の
歌
を

歌
っ
た
り
、
幼
稚
部
で
の
思
い

出
を
綴
っ
た
卒
園
の
言
葉
︵
思

い
出
の
ア
ル
バ
ム
︶
な
ど
を
立

派
に
披
露
し
、
退
職
し
た
以
前

の
担
任
も
参
加
し
て
子
ど
も
た

ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
温
か

さ
が
あ
ふ
れ
る
式
と
な
っ
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
小
学
校
以

上
の
卒
業
式
は
、
い
つ
も
は
合

同
で
行
う
が
今
年
は
オ
ン
ラ
イ

ン
の
関
係
で
、
小
学
部
、
中
学

部
、
高
等
部
と
３
回
に
分
け
て

挙
行
し
た
。
日
米
両
国
の
国
歌

を
斉
唱
し
、
卒
業
生
一
人
ず
つ

の
卒
業
証
書
が
読
み
上
げ
ら

れ
、
そ
の
あ
と
卒
業
生
は
日
本

語
学
校
で
の
思
い
出
、
両
親
や

先
生
へ
の
感
謝
の
気
持
な
ど
を

画
面
の
中
で
全
員
が
発
表
し

た
。
今
年
度
の
卒
業
式
で
は
小

中
高
校
生
合
わ
せ
て
30
人
の
門

出
を
祝
福
し
た
。
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﹁Facebook

﹂
が
﹁M
eta

﹂

に
名
称
を
変
え
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
﹁
仮
想
空
間
﹂
が
キ
ー
ワ

ー
ド
に
な
る
ら
し
い
。

　

ま
だ
ま
だFacebook

に

お
世
話
に
な
っ
て
い
る
わ
た

し
。
ま
っ
た
く
理
解
で
き
な
い
。

で
も
、
気
に
な
る
こ
と
が
い
っ

ぱ
い
。
個
人
的
に
は
﹁
知
っ
て

や
ら
な
い
か
。
知
ら
ず
に
で
き

な
い
か
は
違
う
﹂
と
常
々
思
っ

て
い
る
し
、
講
演
な
ど
で
も
そ

ん
な
話
を
し
て
い
る
。
そ
れ
だ

け
に
、
と
り
あ
え
ず
話
題
の
﹁
メ

タ
バ
ー
ス
﹂(

仮
想
空
間)

に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
る
こ
と
に

う
自
分
を
作
っ
て
入
る
。

　

そ
れ
で
も
、
な
ぜ
こ
ん
な
も

の
に
ハ
マ
る
か
わ
か
ら
な
い
。

﹁
わ
た
し
に
は
、
わ
か
ら
な
い
﹂

と
や
っ
て
い
る
仲
間
に
言
っ
て

い
た
。
ほ
と
ん
ど
の
メ
ン
バ
ー

は
、﹁
大
谷
さ
ん
に
は
関
係
な

い
か
も
﹂﹁
わ
か
ら
な
い
人
に

は
わ
か
ら
な
い
で
す
よ
﹂
と
い

う
反
応
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

﹁
こ
れ
か
ら
は
メ
タ
バ
ー
ス
﹂

と
言
っ
て
い
る
男
性
の
1
人
が

ポ
ロ
っ
と
言
っ
た
。﹁
仮
想
空

間
の
中
で
は
、
別
の
自
分
に
な

れ
る
ん
で
す
。
僕
の
コ
ン
プ
レ

ッ
ク
ス
が
無
く
な
る
ん
で
す
﹂。

確
か
に
、
50
代
後
半
の
わ
た
し

も
可
愛
い
女
の
子
に
な
れ
る
。

そ
の
言
葉
に
と
っ
て
も
納
得
し

た
。
そ
の
瞬
間
か
ら
可
能
性
を

感
じ
る
気
が
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
奥
深
い
世
界
だ
と

思
っ
て
い
る
。
で
も
、
海
外
で

は
メ
タ
バ
ー
ス
の
世
界
で
ビ
ジ

ネ
ス
の
話
も
し
て
い
る
ら
し

い
。
ど
う
せ
な
ら
新
し
い
世
界

を
楽
し
み
た
い
。
こ
れ
か
ら
も

学
び
ま
す
。
大
谷
由
里
子
：

１
９
６
３
年
、奈
良
県
生
ま
れ
。

吉
本
興
業
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経

て
、
人
材
活
性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
。﹁
笑
い
﹂
を
取
り
入
れ
た

人
材
育
成
が
話
題
に
。
著
書
に

﹁
元
気
セ
ラ
ピ
ー
︵
Ｋ
Ｋ
ロ
ン

グ
セ
ラ
ー
ズ
︶﹂﹁
は
じ
め
て
講

師
を
頼
ま
れ
た
ら
読
む
本
︵
中

経
出
版
︶﹂
な
ど
多
数
。

し
た
。

　

ま
ず
、
わ
た
し
が
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
た
の
は
﹁C

luster

﹂
と

い
う
ア
プ
リ
。
メ
タ
バ
ー
ス
を

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
仲
間
が

﹁
始
め
る
な
ら
こ
れ
が
一
番
簡

単
だ
よ
﹂
と
教
え
て
く
れ
た
。

確
か
に
簡
単
で
、
い
ろ
ん
な
人

が
い
ろ
ん
な
空
間
を
作
っ
て
い

る
。
そ
こ
に
、
ア
バ
タ
ー
と
い

﹁
仮
想
空
間
の
楽
し
さ
﹂

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

Ｌ
Ｉ
校
︵
川
﨑
淳
一
郎
校
長
︶

で
は
、
3
月
12
日
、Zoom
に

て
、
幼
初
等
部
を
対
象
に
し
た

﹁
卒
業
生
を
送
る
会
﹂
と
、
中

高
等
部
を
対
象
に
し
た
﹁
卒
業

生
を
祝
う
会
﹂
が
行
わ
れ
た
。

ま
ず
﹁
卒
業
生
を
送
る
会
﹂
で

は
、
最
初
に
担
任
の
先
生
か
ら
、

幼
児
部
年
長
と
初
等
部
6
年
の

生
徒
全
員
の
名
前
が
読
み
上
げ

ら
れ
た
後
、
教
頭
、
保
護
者
会

会
長
の
挨
拶
、
卒
業
生
に
よ
る

歌
や
詩
の
発
表
に
続
き
、
初
等

部
６
年
の
杉
本 

健 

晋 

さ
ん
が

卒
業
生
を
代
表
し
て
、﹁
Ｎ
Ｙ

補
習
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ

ず
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
﹂
と
答
辞
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、﹁
卒
業
生
を
祝
う
会
﹂

で
は
、
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
や

思
い
出
の
シ
ー
ン
が
上
映
さ

れ
、
恒
例
と
な
っ
た
下
級
生
か

ら
卒
業
生
へ
の
漢
字
一
文
字
の

贈
呈
で
は
、﹁
進
﹂﹁
導
﹂﹁
優
﹂

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
と
な
り

を
表
す
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。
次

に
在
校
生
を
代
表
し
て
、
高
等

部
1
年
の
佐
伯
穂
ノ
子
さ
ん

が
、﹁
先
輩
方
の
大
き
な
背
中

は
、
私
達
の
目
標
で
あ
り
道
標

で
す
﹂
と
送
辞
を
述
べ
た
。
続

く
卒
業
生
代
表
の
答
辞
で
は
、

ま
ず
、
中
等
部
３
年
の
北
川
茂

那
さ
ん
が
﹁
私
た
ち
は
こ
れ
か

ら
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
、
悩

み
な
が
ら
も
力
強
く
歩
ん
で
行

く
こ
と
を
約
束
し
ま
す
﹂
と
決

意
を
述
べ
た
。
そ
し
て
、
最
後

に
高
等
部
２
年
の
サ
リ
バ
ン
光

博
さ
ん
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
2
年

間
を
含
め
た
13
年
間
の
補
習
校

生
活
を
振
り
返
り
、
自
分
を
ず

っ
と
支
え
て
く
れ
た
先
生
、親
、

後
輩
達
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
た
後
、
か
け
が
え
の
な
い

仲
間
と
し
て
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
一

人
一
人
の
名
前
を
挙
げ
、﹁
長

い
補
習
校
の
道
の
り
を
、
今
ま

で
一
緒
に
歩
ん
で
く
れ
て
本
当

に
あ
り
が
と
う
﹂
と
結
ん
だ
。

　

在
校
生
た
ち
に
温
か
く
送
り

出
さ
れ
た
卒
業
生
達
は
、翌
日
、

Ｗ
校
講
堂
に
て
行
わ
れ
た
卒
業

式
に
臨
ん
だ
。

Ｎ
Ｙ
補
習
授
業
校
Ｌ
Ｉ
校

卒
業
生
を
送
る
会
と
祝
う
会

　

３
月
末
の
移
転
が
予
定
さ
れ

て
い
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人

学
校
は
、
移
転
先
の
﹁
改
装
工

事
の
遅
延
に
伴
い
、
移
転
を
7

月
に
延
期
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。工
事
遅
延
の
主
な
理
由
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
必
要
な
資
材
の
入
手
が
遅
延

し
た
こ
と
と
建
物
改
修
に
伴
い

予
期
せ
ぬ
修
理
箇
所
が
見
つ
か

っ
た
こ
と
の
2
点
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
教
育

審
議
会
が
21
日
発
表
し
た
。
同

校
の
保
護
者
に
は
す
で
に
通
知

し
て
い
る
。
同
校
は
、
現
在
の

グ
リ
ニ
ッ
チ
の
校
舎
で
4
月
か

ら
6
月
末
ま
で
の
1
学
期
間
、

授
業
を
実
施
す
る
と
し
て
い

る
。
始
業
式
は
4
月
11
日
、
入

学
式
は
4
月
12
日
の
予
定
。
3

月
31
日
ま
で
は
相
澤
順
校
長
、

4
月
1
日
か
ら
は
岡
田
雅
彦
校

長
と
な
る
。

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
の
移
転

７
月
ま
で
延
期
に

http://fkikoku.sun.bindcloud.jp/
http://www.betteratmath.com
mailto:meiseimotors@aol.com
https://tawaramart.com/
http://villagewellusa.com
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新俳句グランプリ 2022

応募要項 www.artofhaiku.org 詳細は、ウェブサイトの英語版をご覧下さい。
About offi cial rules of “New Haiku Grand Prix” in English, go to the website.

 期間
北米伊藤園新俳句グランプリ2022は、米国東部時間2022年1月1日12:00AMから2022年10月31日
11:59PMまで開催します。

＊11月1日から12月31日にされた応募は2023年1月分扱いとします。　　

 応募資格
このコンテストへの参加は、米国居住者に限ります。北米伊藤園、ニューヨーク生活プレス社および

これらの親会社、関連会社、広告宣伝担当会社や家族からの応募は無効となります。応募者は、募

集要項に同意したものとみなされます。

 応募について
日本語あるいは英語の俳句を応募いただけます。応募期間は10回に分かれています。

日本語部門（18歳以上）　五七五の音のリズムで表現してください。季語などの厳密なルールは問

いません。

英語部門（18歳以上）　以下のモデルを参考に表現してください。

18歳未満部門　日本語、英語、どちらでも応募できます。

［学校賞］　毎月の候補作品の総計が一番多かった学校に、学校賞として表彰状をお送りします。

 応募方法
Emai l　メールのタイトルを、「ITO EN New Haiku Contest Submission」として、

HaikuGrandPrix@gmail.comまでお送りください。

応募する俳句を氏名、住所、電話番号、生年月日、Emailアドレス、学生の場合は学校名を添えてお送

りください。

オンライン　www.artofhaiku.org からご応募いただけます。

※13歳未満の方が応募される場合は、こちらを厳守ください。

応募する俳句に、氏名、住所、電話番号、生年月日、学生の場合は学校名、両親または法的な親権者

のEmailアドレスとコンテスト参加を承認するサインを添えて、Eメールで応募してください。

 応募期間のスケジュール

応募方法にかかわらず、お一人様、各応募期間に1つの俳句を応募いただけます。応募方法にかかわ

らず、お一人様から各応募期間に1つ以上の俳句が応募されてきた場合、最初の1つのみを有効とさ

せていただきます。またこのコンテストは、日本の伊藤園が行っているものとは別のものです。

 応募上の注意
・応募される俳句は、日本語あるいは英語のどちらかとさせていただきます。

・応募される俳句は、オリジナルで、未発表のものに限ります。

 審査スケジュール
応募いただいた作品は、下記のように応募期間単位で審査され、候補作品が選出されます。候補作

品とならなかった作品は、翌応募期間には持ち越されません。同じ作品が再度審査されるために

は、再度別の応募期間に応募する必要があります。

金賞、銀賞、銅賞は、各応募期間から選ばれた全候補作品の中から、2022年11月25日ごろ選ばれます。

 審査基準
以下の基準で審査されます。創造性　40%　　独自性　40%　　表現の明確さ　20%

金賞、銀賞、銅賞の審査には、大高翔、江坂衣代、大江千里、田中太山、スコット・メイソン（敬称

略）が参加する予定です。

 通知
各応募期間から選出される候補作品の作者への通知は、郵便かEmailか電話で行われます。候補作

品の作者、金賞、銀賞、銅賞の作者は、通知後3日以内に応募資格を満たしていることなどを示す書

類にサインして返却していただく必要があります。これが行われなかった場合は無効となります。

 賞品（予定）
金賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）3ケース＋トロフィー

銀賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）2ケース＋トロフィー

銅賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）1ケース＋トロフィー

候 補 作 品 は 、各 応 募 期 間 の 翌 月 第 4 週 号 の「 週 刊 N Y 生 活 」、ウ ェ ブ サ イト

 （www.artofhaiku.org）に掲載されます。候補作品への賞品はありません。金賞、銀賞、銅賞は、

2023年新年号の「週刊NY生活」、ウェブサイト（www.artofhaiku.org）に掲載されます。

 その他
応募いただいた作品の著作権は、北米伊藤園に帰属するものとします。その他詳細な応募要項は、

ウェブサイトの英語版オフィシャルルールをご覧ください。 

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り

3 3/1/22 3/31/22 11:59:59pm 3/31/22

4 4/1/22 4/30/22 11:59:59pm 4/30/22

5 5/1/22 5/31/22 11:59:59pm 5/51/22

6 6/1/22 6/30/22 11:59:59pm 6/30/22

7 7/1/22 7/31/22 11:59:59pm 7/31/22

8 8/1/22 8/31/22 11:59:59pm 8/31/22

9 9/1/22 9/30/22 11:59:59pm 9/30/22

10 10/1/22 10/31/22 11:59:59pm 10/31/22

応募
期間

開始 終了
候補者への
おおよその

通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18 歳未満部門
から選出される

候補作品

3 3/1/22 4/6/22 4/7/22 7 7 7

4 4/1/22 5/5/22 5/6/22 7 7 7

5 5/1/22 6/6/22 6/7/22 7 7 7

6 6/1/22 7/6/22 7/7/22 7 7 7

7 7/1/22 8/4/22 8/5/22 7 7 7

8 8/1/22 9/7/22 9/8/22 7 7 7

9 9/1/22 10/4/22 10/5/22 7 7 7

10 10/1/22 11/4/22 11/5/22 7 7 7

北米伊藤園新俳句グランプリ2022　主催：ニューヨーク生活プレス社　特別協賛：北米伊藤園　アドミニストレーター：Marden-Kane, Inc.

北米伊藤園

日
本
語
部
門

英語部門

18
歳
未
満
部
門

吹
雪
抜
け 

車
窓
が
絵
画
に 

な
っ
た
夜 

宇
佐
美
友
加  

Ｐ
Ａ
州

還
り
来
る 

海
の
軋
み
や 

流
氷
群

島
崎
志
津
香  

Ｎ
Ｊ
州

蕗
味
噌
を 

仕
込
み
は
じ
め
る 

余
寒
か
な

渡
邊
真
実  

Ｐ
Ａ
州

風
光
る 

パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
の 

ベ
ビ
ー
服

斉
藤
照
枝  

Ｎ
Ｙ
州

我
が
余
生 

ま
る
で
カ
イ
ロ
の 
余
熱
か
な

は
ぎ
は
ら
敏
子
　
Ｎ
Ｙ
州

万
象
の 

光
集
め
て 

春
来
る

川
越
範
子  

Ｐ
Ａ
州

窓
叩
く 

音
で
目
覚
め
る 

春
は
る
あ
ら
れ霰

　
笠
間
多
紀
子  

Ｎ
Ｙ
州

落
ち
る
前 

ぼ
く
が
つ
か
む
よ 

黄
色
い
葉
　

吉
川
光
太
郎  

Ｎ
Ｙ
州

︵
育
英
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
Ｐ
Ｗ
校
小
４
　
10
歳
︶

　

 

運
動
会 

バ
ト
ン
と
と
も
に 

走
り
ぬ
く
　

大
塚
大
輔  

Ｔ
Ｘ
州

︵
サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
６
　
12
歳
︶

雪
だ
る
ま 

作
っ
て
遊
ん
で 

ホ
ッ
ト
コ
コ
ア
　
　

須
田
明
惺  

Ｍ
Ａ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
４
　
10
歳
︶

て
ぶ
く
ろ
を 

い
つ
も
か
た
ほ
う 

な
く
し
ち
ゃ
う
　

喜
田
も
な  

Ｎ
Ｙ
州

︵
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
日
本
語
学
園
小
２
　
７
歳
︶

何
か
こ
う 

雪
の
キ
ャ
ン
バ
ス 

む
げ
ん
大
　

小
松
美
結  

Ｐ
Ａ
州

︵
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
３ 

９
歳
︶

冬
休
み 

雪
が
ね
ぼ
う
で 

遊
べ
な
い
　

小
松
慧
大  

Ｐ
Ａ
州

︵
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
授
業
校
小
６ 

12
歳
︶

冬
の
夜 

想
像
力
を 

鉛
筆
で

ブ
ラ
ダ
ー
ス
ト
ン
彩
夏  

Ｐ
Ａ
州

︵
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語
補
習
授
業
校
高
１ 

16
歳
︶

a swing as high
             as it’ll go
               the swoop
                of a cursive y

─Julie Schwerin, WI
  
freezing morning
a child carries an extra scarf
for his snowman
─Raj K. Bose, HI
 
spring fair
daughter clutching my hand
and her doll’s
─Stephanie Visaya Bose, HI
 

spiral staircase –
when did you know
you were leaving

─Susan Burch, MD
 
warming
the kiss kiss kiss
of the gold� sh

─Earl R. Keener, WV

waning moonset
     in the snowy forest
          Sabbath eve

─Dan Schwerin, WI                                    

the turkey
spreads his tail feathers
election day

─Marilyn Ashbaugh, MI

「2月選考通過作品」
　「北米伊藤園・新俳句グランプリ2022」の2月分の応募を締め切り、厳正

な検証作業の結果、掲載されている日本語7句、英語7句、日英句(18歳未

満)7句が選出されたことをお知らせします。多くの方々から応募を頂いたこ

とに深く御礼申し上げます。

 　今回選ばれた俳句は年間大賞の候補作品となります。今後も各月に日

本語7句、英語7句、日英句(18歳未満)7句がセミ・ファイナリストとして選出

されます。現在も引き続き3月分の応募を受け付けており、10月31日まで

随時募集しておりますので、ふるってご応募ください。

http://www.artofhaiku.org
mailto:HaikuGrandPrix@gmail.com%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
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こ
の
前
の
休
日
、
お
友
だ
ち

の
家
ぞ
く
と
わ
た
し
と
お
母
さ

ん
で
ス
ノ
ー
チ
ュ
ー
ビ
ン
グ
に

行
き
ま
し
た
。

　

ス
ノ
ー
チ
ュ
ー
ビ
ン
グ
と
は

雪
が
つ
も
っ
た
山
の
上
か
ら
丸

い
う
き
わ
の
よ
う
な
物
に
す
わ

っ
た
り
、
う
つ
ぶ
せ
に
ね
そ
べ

っ
た
り
し
て
す
べ
り
お
り
る
雪

遊
び
の
事
で
す
。

　

家
か
ら
車
で
30
分
く
ら
い

か
か
る
、
c
a
m
p
g
a
n 

m
o
u
n
t
a
i
n
と
い
う
ス

キ
ー
場
で
や
り
ま
し
た
。

　

家
か
ら
ス
キ
ー
場
ま
で
は
全

ぜ
ん
雪
が
つ
も
っ
て
い
な
か
っ

た
け
れ
ど
、
そ
の
ス
キ
ー
場
だ

け
雪
が
つ
も
っ
て
い
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
た
ち
か
ら
、
こ
れ
は

人
工
の
雪
な
ん
だ
よ
と
教
え
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

着
い
た
ら
、
ま
だ
予
約
し
た

時
間
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
ス

ノ
ー
パ
ン
ツ
を
着
た
り
、
周
り

を
見
た
り
し
な
が
ら
待
ち
ま
し

た
。

　

ス
ノ
ー
チ
ュ
ー
ビ
ン
グ
を
す

る
場
所
を
見
て
み
ま
し
た
。
山

の
上
か
ら
下
へ
向
か
っ
て
レ
ー

ン
が
た
く
さ
ん
作
っ
て
あ
り
ま

し
た
。
楽
し
そ
う
で
わ
く
わ
く

し
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
す
べ
れ
る
時
間
に

な
り
ま
し
た
が
、
チ
ュ
ー
ブ
を

持
っ
て
山
の
上
ま
で
行
く
の
が

大
変
で
し
た
。
と
中
、
ベ
ル
ト

コ
ン
ベ
ア
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、

と
て
も
重
か
っ
た
で
す
。

　

山
の
上
に
つ
い
た
ら
、
自
分

の
順
番
を
待
っ
て
、
係
員
の
人

の
合
図
が
出
た
ら
す
べ
り
ま
し

た
。
と
て
も
速
く
感
じ
た
け
れ

ど
、
ゴ
ー
ル
ま
で
行
か
ず
に
と

中
で
止
ま
っ
て
し
ま
い
、
チ
ュ

ー
ブ
を
引
っ
ぱ
っ
て
歩
い
て
ゴ

ー
ル
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
係
員
の
人
が
も
っ

と
ス
ピ
ー
ド
が
出
る
よ
う
に
と

チ
ュ
ー
ブ
の
下
に
、
お
わ
ん
の

よ
う
な
物
を
は
め
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
す
ま
す
重
く
な
っ
て
の

ぼ
る
の
が
大
変
で
、
汗
で
び
し

ょ
び
し
ょ
に
な
り
ま
し
た
。

　

で
も
、
２
回
目
か
ら
は
も
っ

と
速
く
て
、
ゴ
ー
ル
ま
で
す
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
風
が

気
持
ち
よ
く
て
、
つ
か
れ
も
ふ

っ
と
び
ま
し
た
。

　

さ
い
初
は
す
わ
っ
て
す
べ
っ

て
い
た
け
れ
ど
、
と
中
か
ら
は

ね
そ
べ
っ
て
す
べ
り
ま
し
た
。

も
っ
と
ス
ピ
ー
ド
が
出
て
、
と

て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
お
友

だ
ち
と
と
な
り
同
士
で
ス
タ
ー

ト
し
て
き
ょ
う
そ
う
し
た
り
し

ま
し
た
。

　

2
時
間
た
つ
と
お
し
ま
い
に

な
っ
て
、
車
に
も
ど
っ
て
お
べ

ん
当
を
食
べ
て
家
に
帰
り
ま
し

た
。

　

と
て
も
楽
し
か
っ
た
の
で
、

も
っ
と
す
べ
り
た
か
っ
た
で

す
。　
　
　
　
　

︵
滞
米
１
年
︶

　

ぼ
く
の
名
前
は
﹁
太
悟
﹂。

韓
国
の
漢
字
の
読
み
方
で
﹁
テ

オ
﹂
と
読
む
。
ぼ
く
の
お
父
さ

ん
の
お
父
さ
ん
、
す
な
わ
ち
お

じ
い
ち
ゃ
ん
︵
ハ
ラ
ボ
ジ
︶
が

つ
け
て
く
れ
た
名
前
だ
。
ぼ
く

の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
︵
ハ
ル
モ

ニ
︶
は
ベ
ル
ギ
ー
人
な
の
だ
け

れ
ど
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

T
h
e
o
は
﹁
テ
オ
﹂
と
発
音

す
る
。
韓
国
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
も
日
本
で
も
﹁
テ
オ
﹂
と
呼

ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
考
え
て

く
れ
た
名
前
だ
。
で
も
名
前
に

使
わ
れ
た
漢
字
の
意
味
を
教
え

て
も
ら
っ
た
時
、
何
だ
か
と
て

も
大
変
な
名
前
を
も
ら
っ
て
し

ま
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
。

　

﹁
悟
る
。
そ
れ
も
太
く
。
ハ

ラ
ボ
ジ
は
ぼ
く
に
し
っ
か
り
と

悟
る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願

っ
て
つ
け
て
く
れ
た
﹂。

　

ハ
ラ
ボ
ジ
の
期
待
を
裏
切
っ

て
は
い
け
な
い
。
ぼ
く
は
そ
う

思
っ
て
、
今
ま
で
ぼ
く
が
悟
っ

た
と
思
う
こ
と
を
ノ
ー
ト
に
書

き
出
し
て
み
た
。

一
、
甘
い
も
の
を
食
べ
て
歯
み

が
き
を
し
な
い
と
虫
歯
に
な
る

と
言
わ
れ
て
い
た
の
に
、
歯
み

が
き
を
さ
ぼ
っ
た
。
だ
か
ら
虫

歯
に
な
っ
た
。

二
、
宿
題
を
後
回
し
に
す
る
と
、

後
か
ら
大
変
に
な
る
よ
と
言
わ

れ
て
い
た
の
に
、
後
回
し
に
し

た
。
や
っ
ぱ
り
後
か
ら
大
変
に

な
っ
た
。

三
、
夜
は
早
く
寝
な
い
と
、
次

の
日
朝
起
き
る
の
が
辛
い
よ
と

言
わ
れ
た
の
に
、
夜
ふ
か
し
を

し
た
。
次
の
日
起
き
る
の
が
本

当
に
大
変
だ
っ
た
。

　

こ
こ
ま
で
書
い
て
悟
っ
た
こ

と
。﹁
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん

に
、
や
め
な
さ
い
と
言
わ
れ
た

こ
と
を
し
続
け
て
い
る
と
、
自

分
に
と
っ
て
よ
く
な
い
こ
と
が

起
こ
る
…
﹂。

　

ぼ
く
は
正
直
、
こ
の
悟
り
に

あ
ま
り
納
得
し
て
い
な
い
の
だ

け
れ
ど
も
、
心
の
中
で
ハ
ラ
ボ

ジ
が
に
っ
こ
り
笑
っ
た
よ
う
な

気
が
し
た
。
太
い
悟
り
に
は
ま

だ
ま
だ
遠
い
か
も
し
れ
な
い
。

だ
け
ど
ぼ
く
の
名
前
は
﹁
太

悟
﹂。
こ
れ
か
ら
も
、
長
い
長

い
悟
り
の
道
を
歩
ん
で
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
12
年
︶

　
　
　

□　
　

□　
　

□

　

国
際
貢
献
と
は
平
和
で
公

正
な
世
界
を
実
現
す
る
た
め

に
個
人
や
団
体
が
途
上
国
へ

の
必
要
な
援
助
を
行
う
事
で

あ
る
。
私
は
、
国
際
貢
献
を

す
る
上
で
、
援
助
を
行
う
側

が
重
要
視
す
べ
き
点
が
い
く

つ
か
存
在
す
る
と
思
う
。

　

一
つ
目
は
、
途
上
国
の
国

民
が
最
優
先
だ
と
い
う
事
で

あ
る
。
国
民
の
生
活
面
で
の

援
助
に
加
え
て
、
精
神
面
で

の
支
え
を
す
る
事
で
彼
ら
が

国
と
し
て
自
立
す
る
事
に
繋

が
る
。
国
際
貢
献
を
し
て
い

る
団
体
は
、
日
本
の
中
で
も

数
多
く
存
在
す
る
。
そ
の
数

あ
る
団
体
の
中
で
、
途
上
国

へ
の
援
助
活
動
の
成
果
を
競

う
事
が
増
え
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
る
。
国
民
の
持
つ
悩

み
や
不
安
を
理
解
す
る
す
る

こ
と
に
力
を
注
ぐ
よ
り
も
、

途
上
国
の
発
展
を
、
競
う
対

象
と
し
て
意
識
し
、
成
果
に

ば
か
り
注
目
し
て
い
て
は
、

国
民
に
と
っ
て
最
上
の
援
助

を
行
う
事
は
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
国
民
の
生
活
面
の

み
の
援
助
を
す
る
の
で
は
な

く
、
精
神
面
を
支
え
る
と
い

う
事
も
重
要
な
点
で
あ
る
。

例
え
ば
、
寄
付
を
す
る
時
に
、

お
金
や
日
用
品
な
ら
ば
実
用

性
が
あ
り
、
確
実
に
国
民
の

た
め
に
な
る
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
の
品
で
は
、
国
民
一
人

一
人
の
心
の
励
ま
し
に
な
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
よ

う
に
、
互
い
の
文
化
を
理
解

し
、
物
理
的
の
み
な
ら
ず
、

心
理
的
な
援
助
を
行
う
事
が

国
際
貢
献
を
す
る
に
あ
た
っ

て
大
切
で
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。

　

二
つ
目
は
、
国
民
と
援
助

を
行
う
側
が
信
頼
し
合
え
る

関
係
を
保
つ
事
で
あ
る
。
互

い
を
理
解
し
、
信
頼
し
な
け

れ
ば
、
円
滑
な
援
助
活
動
は

で
き
な
い
と
思
う
。
国
際
貢

献
に
参
加
し
て
い
る
個
人
や

団
体
の
一
員
に
と
っ
て
最
大

の
目
標
と
は
、
派
遣
さ
れ
た

国
の
国
民
が
自
立
し
、
人
間

ら
し
く
生
活
で
き
る
よ
う
に
、

そ
の
過
程
の
援
助
を
す
る
事

で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
過
程

の
中
に
は
、
異
文
化
を
受
け

入
れ
る
段
階
が
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
私
は
思
う
。
派
遣

さ
れ
る
国
は
確
か
に
、
経
済

や
産
業
や
、
医
療
の
発
展
が

遅
れ
て
い
て
、
特
別
な
援
助

を
必
要
と
し
て
い
る
。
け
れ

ど
も
、
国
際
貢
献
を
す
る
と

い
う
こ
と
は
、
援
助
を
行
う

側
が
常
識
と
認
識
し
て
い
る

こ
と
を
途
上
国
の
国
民
に
押

し
付
け
る
活
動
で
は
な
く
、

彼
ら
が
彼
ら
の
習
慣
や
文
化

を
維
持
し
つ
つ
、
自
立
す
る

た
め
の
援
助
を
す
る
活
動
で

あ
る
。
だ
か
ら
、
援
助
活
動

を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
は
、

互
い
の
文
化
を
理
解
し
、
信

頼
し
合
う
必
要
が
あ
る
と
信

じ
て
い
る
。

　

途
上
国
を
国
民
が
住
み
や

す
い
環
境
に
変
え
る
と
い
う

目
的
で
援
助
活
動
を
行
っ
て

い
る
個
人
や
団
体
の
存
在
は
、

国
民
に
と
っ
て
意
味
の
あ
る

も
の
に
違
い
な
い
。
国
民
の

こ
と
を
最
優
先
に
考
え
、
彼

ら
の
意
思
を
尊
重
し
、
信
頼

関
係
を
築
く
こ
と
で
、
国
際

貢
献
は
実
現
す
る
。
彼
ら
が

必
要
と
し
て
い
る
こ
と
は
何

な
の
か
を
考
え
、
援
助
活
動

に
励
む
こ
と
が
国
際
貢
献
を

す
る
に
お
い
て
大
切
で
あ
る
。

　
　
　
　

  　
︵
米
国
生
ま
れ
︶　

 ﹁
名
前
に
つ
い
て
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
L
I

校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

金　

太
悟
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私
は
、
八
月
か
ら
N
J
校
に

転
校
し
て
き
ま
し
た
。
三
月
ま

で
の
八
か
月
間
が
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま

時
間
が
止
ま
れ
ば
い
い
の
に
な

と
思
い
ま
す
。
日
本
に
い
た
と

き
に
は
、
感
じ
な
か
っ
た
時
間

の
流
れ
を
感
じ
ま
す
。

　

学
校
が
終
わ
っ
て
、
家
に
帰

る
と
、
次
の
日
に
早
く
な
ら

な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
N
J
校
の
み
ん
な
の
お
か

げ
だ
と
思
い
ま
す
。
遊
び
に
さ

そ
っ
て
く
れ
る
。
い
じ
め
が
な

い
。
登
校
す
る
の
が
楽
し
み
。

ず
っ
と
学
校
に
い
た
い
と
思
っ

て
し
ま
い
ま
す
。﹁
い
や
だ
〜

帰
り
た
く
な
い
。﹂
と
心
の
中

で
さ
け
ん
で
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
N
J
校
に
来
て
か
ら
、

と
つ
ぜ
ん
学
校
が
好
き
に
な
り

ま
し
た
。
N
J
校
の
児
童
、
生

徒
み
ん
な
が
の
び
の
び
と
生
活

し
て
い
ま
す
。
友
達
が
転
べ
ば
、

み
ん
な
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に

心
配
し
て
く
れ
ま
す
。
や
さ
し

さ
オ
ー
ラ
に
包
ま
れ
て
い
る
感

じ
が
し
ま
す
。

　

英
語
が
で
き
る
子
、
算
数
が

で
き
る
子
、
い
つ
も
に
こ
に
こ

笑
っ
て
い
る
子
、
足
が
速
い
子
、

 ﹁
国
際
貢
献
に
お
い
て
大
切
な
事
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
高
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
野　

美
桜
里

 「スノーチュービング」
　　　ニューヨーク育英学園サンデースクール小 3

　　　　　　　　　　　　　　谷口　こはる

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

 ﹁
N
J
校
に
来
て
時
間
が

あ
っ
と
い
う
ま
に
過
ぎ
た
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人
学
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　

奈
々

私
に
は
無
い
発
想
を
す
る
子
、

み
ん
な
が
い
ろ
い
ろ
な
考
え
を

言
っ
て
く
れ
る
か
ら
、
自
分
の

考
え
が
深
ま
り
ま
す
。
先
生
た

ち
も
や
さ
し
い
で
す
。
教
え
方

も
う
ま
い
か
ら
、
勉
強
が
と
っ

て
も
わ
か
り
や
す
い
で
す
。
そ

れ
に
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

っ
て
も
そ
の
ま
ま
に
し
な
い

で
、
わ
か
る
ま
で
教
え
て
く
れ

ま
す
。
日
本
の
学
校
よ
り
も
十

倍
も
百
倍
も
過
ご
し
や
す
い
で

す
。

　

行
事
が
多
い
の
も
楽
し
み
の

一
つ
で
す
。
イ
ー
ス
ト
バ
レ
ー

の
合
宿
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
の
か

そ
う
、
パ
ン
プ
キ
ン
ピ
ッ
キ
ン

グ
、
校
長
先
生
の
サ
ン
タ
さ
ん

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
く
れ
る
ク
リ

ス
マ
ス
。

　

私
は
４
月
か
ら
５
年
生
な
の

で
、
英
語
力
を
身
に
付
け
な
が

ら
、
最
高
に
楽
し
く
学
校
が
続

く
よ
う
に
初
等
部
の
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
８
か
月
︶

mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
https://japaneseschool.org


2022 年（令和 4 年）3 月 26 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［ LIVING in USA］　　(16  )

 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　

現
在
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
空
室
率
は
1
％
を
下
回
る

ほ
ど
ま
で
下
が
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
賃
料
の
高
騰

が
著
し
い
。
駐
在
員
の
中
に
は
、
子
供
が
就
学
前
の
幼

児
だ
っ
た
り
、
自
宅
オ
フ
ィ
ス
が
必
要
な
場
合
だ
っ
た

り
と
、
手
頃
な
２
Ｂ
Ｒ
を
探
し
て
い
る
家
庭
が
少
な
く

な
い
。
し
か
し
、
新
築
に
近
い
部
屋
で
室
内
に
洗
濯
機

が
付
い
て
い
る
よ
う
な
物
件
と
な
る
と
、
２
寝
室
で
家

賃
が
７
０
０
０
ド
ル
前
後
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
と

な
っ
て
お
り
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
は
な
か
な
か
予
算
に

見
あ
っ
た
部
屋
を
探
す
の
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
の
が

現
状
だ
。

　

写
真
の
部
屋
は
、
現
在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
で
最
も
ホ

ッ
ト
な
エ
リ
ア
の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
る
ロ
ン
グ
ア
イ

ラ
ン
ド
・
シ
テ
ィ
ー
に
あ
る
ビ
ル
の
２
寝
室
。
こ
の
エ

リ
ア
は
高
額
所
得
者
の
家
族
連
れ
が
多
く
住
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ

の
一
時
期
の
ブ
ー
ム
を
彷
彿
︵
ほ
う
ふ
つ
︶
さ
せ
る
街

並
み
に
な
っ
て
い
る
。
お
洒
落
な
カ
フ
ェ
や
バ
ー
、
緑

化
に
も
非
常
に
力
を
入
れ
て
い
る
地
域
だ
。

　

こ
の
ビ
ル
は
、
こ
れ
ま
で
﹁
あ
り
そ
う
で
無
か
っ
た

コ
ン
セ
プ
ト
﹂、
と
い
う
の
も
、
ビ
ル
に
は
２
Ｂ
Ｒ
の

間
取
り
し
か
作
ら
れ
て
い
な
い
。
確
実
に
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
か
ら
の
移
住
組
を
狙
っ
て
作
ら
れ
た
大
型
ビ
ル
で
、

総
戸
数
は
８
０
０
ユ
ニ
ッ
ト
。
２
寝
室
、
２
浴
室 

と

い
う
間
取
り
が
５
５
０
０
ド
ル
以
下
の
家
賃
で
借
り

ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
多
く
の
部
屋
か
ら
素
晴
ら
し

い
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
眺
望
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

２
０
２
１
年
末
に
完
成
し
た
ば
か
り
の
新
築
の
た
め
、

ま
だ
多
く
の
部
屋
が
未
入
居
と
な
っ
て
お
り
、
コ
ロ
ナ

対
策
の
面
で
も
当
面
好
都
合
と
言
え
そ
う
だ
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
１
２
・
６
６
１
・
１
１
１
１
、

Ｅ
メ
ー
ル
は　

ny@
jonecorp.com

　
　

山
辺
さ
ん
。

︵
写
真
提
供
。J.O

ne

不
動
産
︶

マンハッタンの眺望楽しめる手頃な賃貸２寝室

　

Ｎ
Ｙ
市
の
緑
化
を
推
進
す
る

非
営
利
団
体
Ｎ
Ｙ
レ
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
︵
Ｎ

Ｙ
Ｒ
Ｐ
︶
は
４
、
５
月
、
同
市

内
各
地
で
合
計
２
０
０
０
本
の

苗
木
を
無
料
で
配
布
す
る
。 

　

同
団
体
は
２
０
１
０
年
、
同

市
公
園
局
の
緑
化
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
﹁
ミ
リ
オ
ン
ツ
リ
ー
ズ
Ｎ
Ｙ

Ｃ
﹂
と
提
携
し
、
植
木
の
無
料

提
供
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
木
々

は
、
野
生
生
物
の
生
息
地
に
陰

を
提
供
し
、
気
温
安
定
、
大
気

質
の
向
上
、
雨
水
流
出
の
軽
減

な
ど
を
助
け
る
。
同
企
画
は
15

年
に
終
了
し
た
が
、
気
候
変
動

危
機
対
策
を
使
命
と
す
る
同
団

体
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
20
、
21
年

を
除
き
、
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
慈

善
財
団
の
支
援
を
受
け
、
恒
例

の
植
木
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
継
続
し

て
い
る
。
提
供
さ
れ
る
植
木
は

リ
バ
ー
バ
ー
チ
や
シ
デ
、
ハ
ナ

ズ
オ
ウ
な
ど
主
に
米
国
在
来
種

の
低
木
と
な
っ
て
い
る
。
引
き

取
り
に
は
事
前
の
登
録
が
必

要
と
な
る
。
公
式
サ
イ
ト
は

nyrp.org
苗
木
を
２
０
０
０
本
プ
レ
ゼ
ン
ト

Ｎ
Ｙ
市
の
非
営
利
緑
地
化
推
進
団
体

　郊外の自宅にガレージがあるなら、ぜひ、工具箱と工作台の
ついたワークベンチを置いてはどうだろうか。日曜大工はもち
ろん、クラフトの創作台としても活用できる。工具を壁にかけ

ておけるので、引き出しを開けてかき回して探さなくても済む。
価格 $1,028  www.homedepot.com

ガ
レ
ー
ジ
に
置
き
た
い

工
具
用
ワ
ー
ク
ベ
ン
チ

mailto:ny@jonecorp.com
http://www.homedepot.com
https://www.redacinc.com/
mailto:kayhasebe@gmail.com
https://www.compass.com/agents/natsuko-ikegami/
http://brooklyntime.net
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http://www.startsnewyork.com
http://newyork-apartment-realestate.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
mailto:info@tsutech.com
mailto:tmamoru@msn.com
http://www.shoenrealty.com
tel:2122136069
tel:2122136069
mailto:emishoga@danielgale.com
http://kiku-ny.com
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 EVENT　 
■ メ イ シ ー ズ フ ラ ワ ー シ ョ ー ＝ 3/27 〜 4/10　
Macy's Herald Square（151 W 34th St.）メイシー
ズデパートのショーウィンドーや 1 階フロアに色
とりどりの春の花が咲き乱れ、華やかな空間が花
のアロマに包まれる毎春の恒例イベント。
詳細は www.macys.com/s/fl ower-show/
■ジョージ・タケイ講演会＝ 4/14　18:00　コロ
ンビア大学ミラー劇場（2960 Broadway, 116th 
St.）テレビシリーズ「スタートレック」で宇宙
船エンタープライズの操縦士を演じた俳優ジョー
ジ・タケイ氏が、波乱万丈の半生を語る。講演は
英語。入場無料、要予約。
詳細は http://www.keenecenter.org/
■ オ ー キ ッ ド シ ョ ー「Jeff Leatham's 
Kaleidoscope 」 ＝ 5/1 ま で　The New 
York  Bo tan i ca l  Garden（2900  Sou the rn 
Boulevard,Bronx）NY 植物園で毎春恒例のラン展。
今年はパリ・フォーシーズンズホテルの芸術監督
でフラワーデザイナーのジェフ・リーサムによる
カラフルな作品が展示される。万華鏡のような入
り口のインスタレーションや虹色の光のトンネル
は一見の価値あり。入場料：一般 $30、学生・シ
ニア $28、2 〜 12 歳 $15、2 歳以下は無料。
詳細は www.nybg.org/

ONLINE CLASS/SEMINAR
■ジャパン・ソサエティー主催「コンクリートの
楽園・沖縄」＝ 3/30　19:00　戦後沖縄に上陸し

た建築の新潮流・ブルータリズムを紹介。建材と
してのコンクリートの再利用の可能性や耐用年数
などを検証、環境負担も考察する。セミナー言語
は英語。参加費は任意料金制。
詳細は https://www.japansociety.org/

MUSIC
■田村麻子ソロリサイタル「Spring Flowers and 
Moon」＝ 3/31 18:00　Stride Arts（1110 Second 
Ave.2F）ソプラノ歌手の田村麻子が、春・花・月
をテーマにしたリサイタルをアートギャラリーで
開催。ショパン「春」やドビュッシー「月の光」
などを歌う。入場料：$40　
詳細は https://www.stridearts.com/

THEATRE/DANCE
■ジャパン・ソサエティー月例映画上映会「マン
スリー・クラシック」＝ 4/1　19:00　日本映画を
代表するクラシック作品、レア作品や再発掘作品
などを紹介する月に一度の映画上映会。4 月は、
孤独な刑事の生き様を描き、北野武監督の名を世
界に知らしめた「HANA-BI」を上映する。入場料：
一般 $15、学生・シニア $12、会員 $5。
詳細は https://www.japansociety.org/

ART
　

■女性アーティスト展「Women Forward, Part 
3」 ＝ 3/27 ま で　WAH Center （135 Broadway, 
Williamsburg Brooklyn）女性史月間である 3 月に
女性アーティストの作品を集めた展覧会。特別ゲ
ストアーティストにオノヨーコ、草間彌生らの作
品を展示。入場無料。土・日午後 1 時〜 5 時。
詳細は https://www.wahcenter.net/
■ MoCCA ア ー ト フ ェ ス ト 2022 ＝ 4/2・3　
Metropolitan Pavilion（125 W 18th St.）イラスト
レーターズ協会主催。世界から 500 人以上のアー
ティストが参加しアニメや漫画、イラストを楽し
めるイベント。入場料：1 日 $18、両日 $25。
詳細は https://www.moccafest.org/

　

バ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト
小
澤
真
智

子
と
作
曲
家
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
の

松
村
牧
亜
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

﹁
Ｍ
２
デ
ュ
オ
・
リ
タ
ー
ン
ズ
・

ト
ゥ
・
ロ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
﹂
が
４

月
３
日
︵
日
︶
午
後
５
時
か
ら
、

ロ
ー
ワ
ー
イ
ー
ス
ト
サ
イ
ド
に

あ
る
ロ
ッ
ク
ウ
ッ
ド
・
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
︵
ア
レ
ン
通
り

１
１
６
番
地
︶で
開
催
さ
れ
る
。

　

ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
と
東

京
藝
術
大
学
を
卒
業
し
た
２
人

の
デ
ュ
オ
は
、
今
年
結
成
20
周

年
。
元
々
の
強
み
で
あ
る
ク
ラ

シ
ッ
ク
に
加
え
本
場
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
の

共
演
や
映
画
伴
奏
音
楽
な
ど
幅

広
い
演
奏
経
験
を
積
み
、﹁
ジ

ャ
パ
ニ
ー
ズ
タ
ン
ゴ
デ
ュ
オ
﹂

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に
加

え
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
作
曲
家

ア
ス
ト
ル
・
ピ
ア
ソ
ラ
の
作
品

等
を
演
奏
予
定
。
２
人
は
﹁
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
激
減
し
て
し
ま

っ
た
ラ
イ
ブ
音
楽
シ
ー
ン
が
よ

う
や
く
復
活
し
、
こ
う
し
て
ま

た
Ｎ
Ｙ
の
皆
さ
ん
の
前
で
演
奏

で
き
る
こ
と
が
と
て
も
嬉
し

い
﹂
と
話
し
て
い
る
。 　
　
　

　

入
場
料
は
20
ド
ル
。

チケット
https://rockwoodmusichall.com

小
澤
真
智
子

松
村
牧
亜

４
月
３
日
コ
ン
サ
ー
ト

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
︵
Ｊ
Ｓ
︶
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

昨
年
12
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

て
い
た
木
板
画
の
世
界
的
巨

匠
、
棟
方
志
功
︵
１
９
０
３
〜

１
９
７
５
︶
の
１
０
０
点
に
及

ぶ
作
品
を
紹
介
す
る
展
覧
会

﹁
棟
方
志
功　

板
極
道
︵
ば
ん

ご
く
ど
う
︶﹂
が
20
日
、
盛
況

裏
に
終
了
し
た
。

　

米
国
最
大
の
棟
方
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
で
あ
る
Ｊ
Ｓ
の
貴
重
な
所

蔵
品
を
も
と
に
構
成
さ
れ
た
同

展
は
、
木
板
画
だ
け
で
な
く
書

道
や
墨
絵
、
水
彩
画
、
リ
ト
グ

ラ
フ
や
陶
芸
な
ど
幅
広
く
展

示
。
東
海
道
各
所
の
風
景
を
描

い
た
カ
ラ
ー
と
モ
ノ
ク
ロ
の
61

点
の
板
画
作
品
﹁
東
海
道
棟
方

板
画
﹂︵
64
年
︶
の
全
作
品
や
、

59
年
﹁
プ
リ
ン
ト
・
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
﹂
フ
ェ
ロ

ー
と
し
て
初
め
て
来
米
し
た
棟

方
が
Ｎ
Ｙ
滞
在
中
に
制
作
し
た

作
品
も
展
示
し
、
20
世
紀
を
代

表
す
る
想
像
力
豊
か
な
芸
術
家

で
あ
る
棟
方
の
魅
力
を
紹
介
し

た
。
期
間
中
、
女
性
や
菩
薩
の

姿
を
数
多
く
描
い
た
素
朴
で
力

強
い
作
品
は
多
く
の
来
場
者
の

足
を
止
め
、魅
了
し
た
。︵
高
田
︶

Ｊ
Ｓ
棟
方
志
功
の
版
画
展

盛
況
裏
に
終
了

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
植
物
園
︵
Ｎ

Ｙ
Ｂ
Ｇ
︶
で
は
現
在
、
世
界
の

ラ
ン
を
集
め
た
第
19
回
﹁
オ
ー

キ
ッ
ド
シ
ョ
ー

：

ジ
ェ
フ
・

リ
ー
サ
ム
の
万
華
鏡
﹂
が
開
催

さ
れ
て
い
る
。

　

パ
リ
の
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
ズ

ホ
テ
ル
・
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
サ
ン
ク

の
芸
術
監
督
で
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
ジ
ェ
フ
・
リ
ー
サ
ム

に
よ
る
ラ
ン
展
は
、
２
０
２
０

年
３
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
い

た
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
た
め
途

中
で
終
了
し
て
い
た
。
２
年
の

期
間
を
経
て
満
を
持
し
て
再
開

す
る
今
回
の
展
示
は
、
ガ
ラ
ス

ハ
ウ
ス
内
の
巨
大
な
花
の
イ
ン

ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
色

と
り
ど
り
の
万
華
鏡
の
よ
う
な

光
の
ト
ン
ネ
ル
も
見
ど
こ
ろ
。

５
月
１
日
ま
で
。

　

ま
た
、
今
月
26
日
︵
土
︶
か

ら
５
週
に
わ
た
り
毎
週
土
曜
午

後
７
時
か
ら
10
時
ま
で
、
21
歳

以
上
限
定
の
イ
ベ
ン
ト
﹁
オ
ー

キ
ッ
ド
イ
ブ
ニ
ン
グ
﹂
が
開
催

さ
れ
る
。
ピ
ア
ノ
や
バ
イ
オ
リ

ン
の
コ
ン
サ
ー
ト
や
カ
ク
テ

ル
、
食
事
が
楽
し
め
る
カ
ッ
プ

ル
に
お
す
す
め
の
パ
ー
テ
ィ
ー

イ
ベ
ン
ト
。
入
場
料
は
39
ド
ル

︵
要
予
約
︶。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トw

w
w

.nybg.org/

　
　

︵
高
田
由
起
子
、
写
真
も
︶

ランの万華鏡
NY植物園で開催

NYコミュニティに参加して、楽しいアクティブアダルトライフを！
　

﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
を
発
行
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
が
窓
口
と
な
っ
て
２
０

２
０
年
末
に
立
ち
上
げ
た
、
日
本
帰
国
支
援

サ

ー

ビ

ス
﹁FU

RU
SA

T
O

 PRO
JECT

﹂

の 

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
が
、
お
陰
様
で

こ
の
１
年
で
約
１
０
０
名
が
参
加
頂
け
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ

ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
、
こ
れ

か
ら
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
て
い
く
の
か
。
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
た

り
、
悩
ん
で
い
る
方
々
に
対
し
て
、﹁
お
金
・

健
康
・
生
活
・
人
間
関
係
﹂
の
4
つ
の
ポ
イ

ン
ト
に
し
て
、
一
緒
に
悩
み
を
解
決
し
て
い

く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
を
毎
月
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
考
え
る
﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル

ト
ラ
イ
フ
﹂
は
、﹁
自
分
の
強
み
を
活
か
し
て

社
会
に
貢
献
す
る
エ
ル
ダ
ー
﹂
と
定
義
し
て

い
ま
す
。
日
本
へ
帰
国
し
た
後
、
皆
さ
ん
の

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
、
強
み
を
活
か
し

て
、
日
本
を
、
そ
し
て
日
本
の
若
者
を
一
緒

に
元
気
に
し
た
い
! !
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
が
一
変
し
ま
し
た
。

い
つ
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
と
実
感
し

た
か
ら
こ
そ
、
今
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
主
体
的
に
生
き
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
教
え
て
く
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
緒
に
ア

ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
を
築

き
、
人
生
よ
り
幸
せ
に
歩
ん
で
い

き
ま
せ
ん
か
？

　

次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の

方
は
、
是
非
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
ご
参
加
下
さ
い
。
ま
た
、
将
来

の
参
考
に
し
た
い
と
い
う
現
役
世

代
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

☑
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い

て
、
何
か
ら
始
め
て
良
い
か
分
か

ら
な
い
。

☑
日
本
へ
帰
国
を
考
え
て
い
る

け
ど
、
日
本
の
情
報
が
分
か
ら
な

い
。

☑
ア
メ
リ
カ
の
老
後
に
漠
然
と

し
た
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

☑
身
寄
り
が
少
な
く
、
同
じ
よ
う
な
境
遇
の

方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
。

☑
日
本
帰
国
を
考
え
て
い
る
け
ど
誰
に
相
談

し
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

　

FU
RU

SA
T

O
 PRO

JECT

の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て
抱
え
て
い

る
悩
み
の
解
決
に
繋
が
る
一
歩
を
踏
み
出
せ

る
と
思
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
今
後
も
さ
ら
に

特
典
を
充
実
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

良
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。 

ご
友
人
等
で
お
困
り
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
是
非
こ
の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

　

有
料
・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
に
、
会

員
へ
の
加
入
は　

Ｎ
Ｙ
事
務
局
窓
口
担
当　

久

松

茂
︵hisam

atsu@
nyseikatsu.com

︶

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
の

際
は
、
参
加
希
望
者
の
フ
ル
ネ
ー
ム
︵
日
本

語
表
記
・
英
語
表
記
共
に
︶、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
有
料
・
無

料
ど
ち
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ご
参
加
希
望

か
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

日本帰国支援サービス「FURUSATO PROJECT」

無料NYコミュニティ参加の特典

有料NYコミュニティ会員の特典

「ワークショップ・アクティブアダルトライフ～日本帰国を考える7回シリーズ～第3弾」（無料）

・日本の情報などこれからの老後生活に有益な情報
がメルマガで得られる

・オンラインのワークショップ等のセミナー案内が
優先的に届く

・ワークショップに参加できなかった方は、セミ
ナー動画の閲覧が可能

・お悩みに対して相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報

・オンラインでの健康コンサルティングの料金特別
割引

無料会員の特典をさらにパワーアップし、有料会員
限定の特典をご提供します。

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員
の方同士でオンライン・オフラインで繋がれる）

・有料会員向けメルマガ（月1回の有料会員限定の
日本帰国に関する有益情報）

・セミナー優先案内と優先申込（事務局が主催する
セミナーを先行案内）

・有料会員限定イベント（今後一時帰国プランや住
まい探しイベントなどを企画予定）

・FURUSATO PROJECTサービスを特別価格にてご
提案

・少人数制イベントへの参加費は無料（一般参加は
2000円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受け
られます

＜有料コミュニティ会費＞　月1,650円（税込）

FURUSATO PROJECT NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　　久松　茂　(hisamatsu@nyseikatsu.com)

FURUSATO PROJECT では、将来のご帰
国に向けた準備をスムーズにしていただ
くため、お客様それぞれのニーズに合わ
せた、「リアル一時帰国・視察 & 体験ツ
アー」と「バーチャル一時帰国・視察 &
体験ツアー」をご提案いたしております。
詳細は事務局までお問合せください。

NY コミュニティに登録すると、全 7 回シリーズのオンラインワークショップなどのイベントに参加できます。

◆ 3 月：日本に帰国するために必要なチェックリストと解決方法（終了）
◆ 5 月：帰国準備の進め方〜これからのキャッシュフローを万全にする〜
◆ 7 月：帰国準備の進め方〜 401K や年金、税金対策〜
◆ 9 月：帰国準備の進め方〜健康を手に入れる 今から取り組むべきこと〜
◆ 11月：帰国準備の進め方〜最適な賃貸・分譲を見つける対策〜
◆ 1 月：帰国準備の進め方〜最適な介護施設を見つける対策〜

https://www.wahcenter.net/
https://www.moccafest.org/
https://www.japansociety.org/
https://www.stridearts.com/
https://www.japansociety.org/
http://www.macys.com/s/fl
http://www.keenecenter.org/
http://www.nybg.org/
https://rockwoodmusichall.com
http://www.nybg.org/
http://www.nybg.org/
http://www.nybg.org/
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com


(19  )　　 ［広　告］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2022 年（令和 4 年）3 月 26 日（土）

週刊NY生活 の広告をぜひご活用下さい ! !
それぞれの広告から、広告主のウェブサイト（ウェブサイトがない場合は広告に記載されている連絡先）にリンクが貼られていますので、

ワンクリックでより詳細な情報をゲットでき、大変便利です！

www.nyseikatsu.com

http://www.nyseikatsu.com
https://shopnyseikatsu.com/
https://america-keitai.com/
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日
本
産
米
で
作
ら
れ
た
お
に
ぎ
り
の
魅
力
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
人
々
に
訴
求
し
よ
う
と
い
う
官
民
連
携

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
2
月
か
ら
3
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。
日
本
の
食
文
化
・
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
で
あ
る

﹁
お
に
ぎ
り
﹂
は
、
日
本
産
米
の
取
扱
い
の
拡
大
や
裾
野
を
広
げ
る
キ
ー
ア
イ
テ
ム
に
な
る
と
し
て
、
在

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事
館
と
ジ
ェ
ト
ロ
︵
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
、
日
本
貿
易
振
興
機
構
︶
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が

中
心
と
な
り
、﹁
お
む
す
び
権
米
衛
﹂
﹁
大
戸
屋
﹂﹁
マ
ウ
ン
ト
フ
ジ
レ
ス
ト
ラ
ン
﹂﹁
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
﹂

﹁B
entO

n

﹂
﹁
ラ
イ
ス
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
﹂、
大
手
日
系
食
品
商
社
な
ど
が
協
力
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
内
容

は
﹁
お
に
ぎ
り
弁
当
の
配
布
﹂
と
﹁
お
に
ぎ
り
体
験
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
﹂
の
二
段
構
え
だ
。
今
回
の
取
り

組
み
か
ら
見
え
て
き
た
、
お
に
ぎ
り
普
及
の
可
能
性
に
迫
る
。

　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
、
学
校
や
都

心
部
の
企
業
な
ど
に
定
め
、
配

布
し
た
お
に
ぎ
り
弁
当
の
数
は

計
約
１
５
０
０
食
分
︵
お
に
ぎ

り
約
３
０
０
０
個
分
︶、
配
布

先
は
計
約
25
か
所
に
上
っ
た
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、
初
め

て
お
に
ぎ
り
を
食
べ
る
と
い
う

人
に
も
大
好
評
。

　

イ
ー
ス
ト
ハ
ー
レ
ム
の
小
学

校
で
の
配
布
の
際
に
は
、﹁
美

味
し
す
ぎ
て
魂
が
天
国
へ
飛
ん

で
い
っ
て
し
ま
い
そ
う
！
毎
日

で
も
食
べ
ら
れ
そ
う
だ
よ
。
日

本
に
行
っ
て
お
に
ぎ
り
の
作
り

方
を
教
え
て
も
ら
い
た
い
ぐ
ら

い
﹂
と
楽
し
そ
う
に
語
っ
た
男

の
子
も
い
た
。

　

欧
米
人
は
海
苔
が
苦
手
と
い

っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
中
で
、

﹁
こ
の
お
に
ぎ
り
は
海
苔
と
ご

は
ん
の
相
性
が
い
い
ね
﹂
と
コ

メ
ン
ト
す
る
女
の
子
も
。

　

学
校
と
企
業
に
狙
い
を
定
め

た
理
由
に
つ
い
て
、
総
領
事
館

及
び
ジ
ェ
ト
ロ
の
担
当
者
は
次

の
よ
う
に
語
る
。﹁
学
校
へ
の

配
布
は
、
未
来
へ
の
種
ま
き
。

企
業
へ
の
配
布
は
、
新
た
な
ラ

ン
チ
オ
プ
シ
ョ
ン
の
提
案
。
今

回
の
取
り
組
み
を
単
発
で
終
わ

ら
せ
な
い
た
め
に
も
、
そ
の
先

の
、
学
校
・
企
業
の
カ
フ
ェ
テ

リ
ア
関
係
者
へ
の
訴
求
を
見
据

え
て
い
る
。
将
来
的
に
は
、
お

に
ぎ
り
が
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な
ど

と
同
じ
よ
う
に
ど
こ
で
も
手
に

入
る
よ
う
に
し
た
い
﹂

て
み
た
い
﹂
と
問
い
合
わ
せ
る

声
も
。
た
だ
食
べ
る
だ
け
で
は

な
く
、
体
験
と
セ
ッ
ト
に
す
る

こ
と
で
、
日
本
産
米
の
特
徴
や

魅
力
な
ど
を
知
っ
て
も
ら
う
工

夫
が
見
ら
れ
た
。

︻
お
に
ぎ
り
〜
日
本
産
米
の
相

性
︼

 

ア
メ
リ
カ
に
は
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
産
で
も
十
分
に
美
味
し

い
お
米
が
あ
る
中
で
、な
ぜ﹁
日

本
産
米
﹂
で
作
っ
た
お
に
ぎ
り

な
の
か
。
今
回
の
取
組
み
に
参

加
し
た
事
業
者
は
﹁
日
本
産
米

は
冷
め
て
も
甘
味
が
持
続
す
る

と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
お
に
ぎ

り
や
お
弁
当
な
ど
冷
め
た
時
に

食
べ
る
も
の
と
の
相
性
は
い
い

と
思
う
。
寿
司
や
ラ
ー
メ
ン
に

続
い
て
お
に
ぎ
り
ブ
ー
ム
は
確

実
に
来
る
﹂と
力
強
く
語
っ
た
。

　

ま
た
、
別
の
事
業
者
か
ら
は

﹁
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
産
米
の
価

格
は
年
々
上
昇
し
て
お
り
、
日

本
産
米
と
の
価
格
差
は
か
つ
て

ほ
ど
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
﹂

と
の
声
も
。
普
段
は
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
産
米
を
使
っ
て
い
る
人

も
、
た
ま
に
は
日
本
を
応
援
す

る
気
持
ち
を
込
め
て
、
日
本
産

米
を
使
っ
た
お
に
ぎ
り
を
作
っ

て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　

お
に
ぎ
り
作
り
体
験
イ
ベ
ン

ト
は
、
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
﹁
ジ

ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
﹂
と
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
ヒ
ル
バ
ー
ン
の
﹁
マ

ウ
ン
ト
フ
ジ
レ
ス
ト
ラ
ン
﹂
の

2
か
所
で
行
わ
れ
た
。
参
加
者

の
合
計
は
１
０
０
人
以
上
に
上

り
、
お
に
ぎ
り
マ
ス
タ
ー
の
レ

ク
チ
ャ
ー
を
受
け
つ
つ
、
会
場

に
集
ま
っ
た
参
加
者
た
ち
は
見

よ
う
見
ま
ね
で
工
夫
し
な
が
ら

お
に
ぎ
り
を
握
っ
て
い
た
。
子

供
た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、
大
人
も

一
緒
に
必
死
に
な
っ
て
三
角
形

に
し
よ
う
と
奮
闘
す
る
姿
が
見

ら
れ
た
。
イ
ベ
ン
ト
後
は
﹁
こ

の
お
米
は
ど
こ
で
買
え
る
の

か
、
家
で
も
お
に
ぎ
り
を
作
っ

体
験
を
通
じ
て
、
記
憶
に
残
る
味
に

お
に
ぎ
り
の

魅
力
を
紹
介

日本産コメおにぎりプロモーションを実施

日
本
産
米
の
認
知
度
向
上

学校と企業に配布
１か月間に 3000 個

販路拡大目指す
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の
皆
さ
ん
も
大
喜
び

お
に
ぎ
り
体
験
会
は
大
盛
況
︵
マ
ウ
ン
ト
フ
ジ
レ
ス
ト
ラ
ン
︶

米企業 Capco の皆さんも笑顔でおにぎりを頬張る

イ
ー
ス
ト
ハ
ー
レ
ム
の
小
学
校
で
お
に
ぎ
り
を
頬
張
る
子
供

た
ち
︵
写
真
右
︶
と
配
布
さ
れ
た
お
に
ぎ
り
弁
当
の
例
︵
同
下
︶

マ
ウ
ン
ト
フ
ジ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
の
お
に
ぎ
り
体
験
会
の
様
子

おにぎり体験会で「オイシー！」
（ブルックリンのジャパンビレッジ）

ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
で
の
お
に
ぎ
り
体
験
会
は
参
加
者
も
真
剣

ウエストポイント（米陸軍士官学校）でもおにぎりを配布




